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第一章　家事に勤しむ












　一年ほど前、侯爵領の外れまでシープドッグのクウマとともに散歩へ出たことがあった。その頃は毎日の仕事に追われることもなかったせいか、ずいぶんと遠くまで出かけていたものだ。

「やっと雨が上がったわ！　こんなに晴れているのだもの、傘は要らないわね。クウマ、行きましょう」

「わうっ!!」

　雨上がりの湿った土を踏みしめて、十七歳のレイチェルは意気揚々と駆けだす。このところ雨続きでクウマを散歩に連れていくことができなかったので、今日はクウマを好きなだけ走らせてあげたい。

　そうしてレイチェルとクウマはジャイルズ侯爵領内をずんずんと歩いた。

　――あれって王宮かしら。ずいぶん外れのほうまで来てしまったわ。

　だがクウマは嬉しそうなのでよしとする。レイチェルはふと空を見る。

「やだっ、降りだしそう!?」

　先ほどまで晴れていたのに、いまは真っ黒な雲に覆われている。頬にぽつりと雨粒が落ちてきたことで慌てて近くの木へ走った。間もなくして雨に見舞われたが、大きな枝葉のおかげで凌げた。

　――通り雨だといいのだけれど……。

　どうか晴れますようにと祈りながら空を見ていた。

　ザッ、ザッ、ザッ……と地を蹴る音がして振り返ると、腰に剣を提げた男性が現れた。脇には小さな犬――ポメラニアンのようだ――を抱えている。

　雨雫のついた金の髪はきっと濡れているからという理由だけでなく艶やかだった。男性の碧い瞳は今朝がた目にした晴れ空のように澄んでいる。大きく顔を上向かせなければならないほどその男性は長身だった。

　――やだ、私……どうしたの？

　その男性を見ただけだというのにとくんと胸が鳴る。レイチェルは自分の心臓を落ち着かせるために深呼吸をした。

「急な雨で困ったものだ」

　そう言うと、男性は人好きのする笑みを浮かべて前髪を掻き上げた。このあたりで他に雨宿りできそうな場所はないので、走ってここまでやってきたのだろう。

「あの、もしよかったらどうぞお使いください」

　レイチェルはドレスの内ポケットから薄桃色のハンカチを取りだして男性に手渡す。

「これはどうも」

　ハンカチを受け取ると、男性は脇に抱えていたポメラニアンを地面に下ろして額を拭った。

　レイチェルは男性の腰に剣があるのを見て「騎士の方ですか？」と尋ねた。

「あぁ、ええと……うん、そんなところかな」

　いやに歯切れの悪い物言いだ。厳密には『騎士』ではないのだろうか。

　――けれど初めて会った男性にそんなに深く尋ねるのも不躾よね。

　レイチェルはそれ以上なにも質問しなかった。

　ポメラニアンがクウマに近づく。するとクウマは石像のように固まってしまう。

「クウマったら、緊張してるのかしら」

「クウマっていうの？　いい名前だ。うちのはユノマ」

「ユノマ……ちゃん？」

「そう、女の子」

「ふふっ、クウマったら女の子に照れてるのね」

　クウマが「くぅ～」と唸る。図星なのか、あるいは「恥ずかしいからどうにかして」と訴えかけているようだった。

「ユノマは伴侶が欲しいようだ。ここへ向かって駆けだそうとしていたのはユノマだったんだが……もしかしたらクウマの姿が見えて、運命を感じたのかもしれない」

　男性はその言葉のあとすぐ、犬たちからレイチェルのほうへと視線を移した。とたんにどきりとしてしまう。

　――わ、私の話じゃないんだから！　運命を感じてここへ来たのは、ユノマちゃんなんだから……。

　そうわかっていても落ち着かない。先ほどよりももっと、胸がどくどくと高鳴っていた。

「それにしても参ったな。久しぶりに晴れたから普段より遠出してみればこれだ」

　レイチェルはどぎまぎしながら答える。

「わ、私もなんです。雨なんて降らないと思って、傘を持たずに出てしまって……」

「そうか。でも俺はハンカチを貸してもらえてラッキーだった。ユノマも楽しそうだ」

　ユノマはクウマを追いかけまわしている。大きなシープドッグが小型犬に追いまわされているのがおかしくてレイチェルは笑う。

　ふと、男性がどこか惚けた顔でこちらを見ていることに気がついた。

　――やだ、変な顔だったかしら!?

　慌てて口元を手で覆って男性の顔色を窺う。ところが男性はなおもただ見つめてくるばかりで、なにも言わなかった。

　そうこうしているうちに雨が小降りになってきた。柔らかな陽の光が射す。雨が止めばこの場所にいる必要はない。いつまでも立ち往生しているわけにはいかないから晴れてほしいと思っていたのに、どういうわけか少し物悲しい気分になった。

「あ……見て」

　男性が空を指さす。そこには七色の虹の橋が架かっていた。

「きれい……」

　雨が止むなりクウマが駆けだす。

「待って、クウマ！」

　ところがクウマは呼んでも戻ってこない。このままでは見失ってしまう。

「あの、それじゃあさようなら」

　レイチェルが口早に言うと男性は「ああ」と答えて微笑し、手を振った。

　――変だわ。もっとここにいたいと思うなんて。

　後ろ髪を引かれるのを感じながらレイチェルはクウマを追いかけた。

　その三日後、レイチェルは私室でひとり悶々としていた。

　――名前くらい訊いておけばよかった……！

　彼は遠出してきたと言っていた。あの周辺を散歩しても、もう会うことはないかもしれない。

　そこへ使用人が「お嬢様にお客様でございます」と呼びにくる。

「どなた？」

「ヴィンセント様とおっしゃっていました。お嬢様とはお知り合いなのだと……」

　――名前に心当たりはないけれど……。

　なにかに駆り立てられるようにレイチェルは玄関先へと急いだ。レディたるもの廊下を走るものではないが、のんびりと歩いてなどいられなかった。

　――だって、もしかしたら彼かもしれないもの！

　ポメラニアンを連れていた、金の髪に碧い瞳の彼かもしれない。そうだったら嬉しい。いや、そうでなければ彼を捜しにいきたいくらいだ。

　玄関に着く頃にはすっかり弾んでしまった息を「すう、はあ」と整えてから、使用人に目配せをして玄関扉を開けてもらう。

　玄関の扉が開くのを、これほど緊張して待っていたことはいままでにない。扉が開ききると、レイチェルは顔をほころばせた。

　――やっぱりそうだった……！

　ともに雨宿りをした彼が、ほほえみをたたえてそこにいた。

「突然訪ねてきてしまってすまない。これ、どうもありがとう」

　三日前に貸したハンカチに花束を添えて差しだされる。薄いピンク色の薔薇の花束から、甘い香りが漂ってくる。薔薇の花びらはハンカチの色とよく似ていた。

　――もしかして、私が薄桃色が好きだと思ってこの花束を選んでくださったのかしら？

　事実、レイチェルはそういった淡い色合いを好む。そういえば三日前も、パステルカラーのドレスを着ていた。

　レイチェルはつい目の前の男性を見つめてしまう。すると彼は不思議そうに小さく首を傾げた。

　――いけない、ぼうっとしていないでお礼を言わなければ。

「こちらこそ、ありがとうございます。でもどうしてここがおわかりになったのですか？」

「ハンカチに刺繍がしてあったから、レイチェルって。ドレスを着てあのあたりを散歩しているのはジャイルズ侯爵令嬢しかいないと思ってね。よかった、当たっていて」

　男性は安堵したように笑う。

「俺のことはヴィンスと呼んでほしい。どうぞお見知りおきを、レイチェル嬢」

　手の甲にキスをされ、そういったことに不慣れなレイチェルは瞬時に顔を上気させた。










　それから一年が経ち、レイチェルは十八歳になる。

「んん、今日もいいお天気！」

　顔を出したばかりの太陽が柔らかな光を注いでくれる。恵みの光だ。この陽光があれば、いましがた南の庭に干した洗濯物はすぐにでも乾くだろう。日の出はしだいに早くなってきている。

　ベルの形をした色とりどりのカンパニュラが爽風に揺れているのを眺めながら、レイチェルは清涼な空気を「すうっ」と大きく吸い込む。

　――私、この季節が一番好きだわ！

　暑すぎず寒すぎずちょうどよい。なにをするにも心が浮き立つ。

　レイチェルはジャイルズ侯爵邸のキッチンへ向かった。昨日、畑で収穫したキャベツを使って二人と一匹分の朝食作りを始める。

　調味料はほとんど使わない。素材の味を活かす。野菜は採れたてというだけで旨みがあるのだと、料理をしはじめてから知った。

　家事全般――半年ほど前まで使用人がしてくれていた――に慣れるまでには時間がかかったが、できるようになればこれほど楽しいことはない。

　初めはなにもかもうまくいかなかった。洗濯も、野菜作りも、料理も。

　――でもいまは、ひととおりできるようになったわ。

　泥のついたシャツが真っ白になったとき、大きな野菜が実ったとき、美味しいスープができあがったとき。小さなことかもしれないが、そのすべての瞬間が嬉しくてたまらない。

　レイチェルは完成した食事を庭へと運ぶ。

「クウマ、おはよう！」

　シープドッグのクウマに抱きついてモフモフを堪能する。ぴんっと立った三角形の茶色い耳、つぶらな黒い瞳、それから首まわりの白い豊かな毛並みはいつ触れても気持ちがよい。食事を彼の前に出しても、すぐに食いつくようなことはせずきちんと『待て』をしている。

「いい子ね、クウマ！　食べていいわよ」

　レイチェルはガーデンチェアに座ってスプーンを手に取る。父親はいつも朝が遅いので食事は別々にとる。

　庭の低い生け垣の向こうには広大な土地を望むことができる。どこまでも広がる緑を眺め、頬に風を受けながらの朝食は室内での食事よりも美味しい。

　食事を終えたレイチェルは邸内の掃除と朝食の後片付けをし、クウマと散歩に出かけた。

「クウマ、行くわよ！」

　呼びかけると「わうっ」と鳴いて応えてくれる。

　裏門を通って外へ出る。山々もすべてジャイルズ侯爵――レイチェルの父親だ――の所有物である。

　少し歩くと納屋が見えてくる。木の囲いの向こうには羊たちが、それとは別の囲いにはウサギとニワトリ、ヒヨコがいる。

　レイチェルはピヨピヨと鳴く雛鳥たちに向かって満面の笑みで「おはよう」と声をかけた。

　納屋に隣接している家から、見知った姉弟が出てくる。ふたりは侯爵家で雇っている羊飼いだ。彼らの両親が羊飼いをしていたときからなのでもう十年以上の付き合いになる。

「お嬢様、おはようございます」

「おはよう、クレア」

　肩のあたりでまっすぐに切りそろえられた銀の髪に緑色の瞳をしたクレアはレイチェルよりもひとつ年上の十九歳だ。

「ふぁ～、おはよう。お嬢様」

　クレアの五つ年下の弟ハロルドはあくびをしながら目を擦っている。

　ふたりは髪や目の色だけでなく顔立ちもよく似ているが、ハロルドの髪は羊の毛のように癖が強くもこもこしている。羊たちの中に混じっていると見分けがつかないくらいだ。

「今日もいい天気ですね」

　クレアが青い空を仰ぐ。

「そうね！　洗濯物がよく乾くわ」

「お嬢様がそういうことをおっしゃるのが少し前まで違和感ばかりでしたが、すっかり慣れました」

　レイチェルとクレアは顔を見合わせて「ふふっ」と笑う。

「では行ってまいります」

　颯爽と外套を翻すクレアをよそにハロルドはまだ眠そうに「行ってきま～す」と言った。

　レイチェルは大きく手を振り、幼なじみの姉弟が牧羊犬を連れて羊たちと山へ向かうのを見送る。

　クウマも牧羊犬ではあるが羊たちと一緒に行動はしない。使用人も門番もいないジャイルズ侯爵家の番犬だ。

　ふたりの姿はあっという間に見えなくなった。

　――お嬢様、かあ……。

　クレアもハロルドもそう呼んでくれるが、他人がそれを聞いたらそれこそ違和感を覚えるだろう。

　クレアたちの家の窓ガラスに映った自分の姿に目がいく。淡褐色の瞳に、腰まであるウェーブがかった薄茶色の髪はいつも頭の高い位置でひとまとめにしている。

　わずかばかりのフリルがついたドレスシャツに膝丈のスカートというシンプルな装いだ。このような身なりの『お嬢様』はどこを探しても見つからないのではないかと思い苦笑する。

　クウマとの散歩を終えたあとは昼食用にパンを焼き、その後は庭の花を手入れする。

　――私にできるのかなって思っていたけれど、なんとかなるものね。

　この邸で何年も奉仕してくれた庭師が、辞める前に様々なことを教えてくれた。いくら使用人がひとりもいないからといって、邸を荒れ放題にはしたくなかった。

　花壇で葉を間引いていると、生け垣の向こうに彼を見つけた。白馬でやってくるその姿がほんの少し見えただけでも胸はどきっと音を立てる。

「レイ！」

　遠くから大きな声で呼びかけられた。レイチェルは右手を挙げて応える。

「いらっしゃい、ヴィンス」

　レイチェルが駆け寄るとヴィンセントは馬から降り、手綱を太い木の幹に預けた。

　純白のドレスシャツにブリーチズ、黒革のロングブーツを履き、ダークブラウンの革ベルトにサーベルを提げている。その反対脇にポメラニアンを抱えた彼につい見惚れてしまう。

　――どうしてヴィンスはなにをしても絵になるのかしら。

　ヴィンセントは週に三、四日ほどこうしてジャイルズ邸を訪ねてきてくれる。

「ユノマもいらっしゃい」

　レイチェルが言うと、白い毛並みが美しいポメラニアンのユノマは地面に下りるなりしっぽを揺らしてクウマのもとへ駆けていった。

「座って？　すぐにお茶を淹れるわね」

　庭でアップルミントとローズマリーを摘み、フレッシュハーブティーを淹れる。

「ああ……この香りといい味といい、きみが淹れるハーブティーはどうしてこんなに美味しいんだろうね」

「摘みたてだからよ」

「それだけじゃない。きっと魔法がかかってる」

　金の髪が風に揺れる。雨上がりの晴れた空か、あるいは澄みきった海のように碧い瞳でじいっと見つめられ、いたたまれなくなり立ち上がる。

「どうしたの、レイ」

「え、ええと……その、草むしりをしてくるわ」

　――なにも彼が来ているときにわざわざすることないのに。

　自分自身へ愚痴りながらもレイチェルは庭へと歩く。

　――だって、ヴィンスが見つめてくるから。

　最近はそういうことがよくある。そしてそのたびに、目を合わせていられなくなる。理由は自分でもよくわからない。とにかく、なにもせずに彼と見つめ合っているのがくすぐったくてたまらないのだ。

　そうして「俺もする」とヴィンセントがついてくるのも、いつものことである。

「今日はどこ？」

「この区画よ」

「よーし」

　ヴィンセントは意気込んで腕まくりをし、膝を折った。

「それにしても、抜いても抜いても出てくるなぁ」

　この区画は二ヶ月ほど前にもヴィンセントに草むしりをしてもらった。

「ごめんね、こんなこと手伝わせちゃって……」

「きみを手伝ってるつもりはない。俺が勝手にレイの真似をしてるんだ」

　近頃の彼は草むしりの手際がずいぶんとよくなった。

　――ヴィンスだって貴族だもの。本来ならこんなことしないわ。

　それなのに、嫌な顔ひとつせず「俺が勝手に」などと気遣って手伝ってくれる。優しく、それでいて懐の深い男性だとつくづく思う。

「草むしりは楽しいよ。根っこから抜けたときは嬉しいし、それにこの感覚が病みつきになる」

「もう……」

　どこまで本気なのかわからないが、楽しそうなのは確かだ。

「ありがとう、ヴィンス」

　小さな声で言うとヴィンセントは白い歯を見せて爽やかに笑った。

　草むしりを終える頃にはすっかり陽が傾いていた。

　邸の中に入ったレイチェルは、以前洗濯しておいたヴィンセントの替えのシャツを持って彼のもとへ行った。

　するとヴィンセントはその場で汚れたシャツを脱いだ。彼が脱いだばかりのシャツを受け取り、代わりに洗いたてのものを差しだす。

「はい、ヴィンス」

「ありがとう」

「どういたしまして」と首を右に傾けて笑うと、ヴィンセントはまたもレイチェルに熱視線を送った。

　見つめられている理由がわからず視線をさまよわせていると、彼の両手が伸びてきた。手渡そうとしていたシャツごと抱き寄せられる。

「レイ、俺たちやっぱり結婚しよう」

　厚く硬い胸板をまざまざと感じる。こんなふうに彼の素肌に密着していたら、どくどくと高鳴る心臓の音を気取られてしまいそうだと思った。

「冗談はやめてっていつも言ってるでしょ」

　レイチェルはやんわりと彼の胸を押しのけて笑う。いっぽうヴィンセントは不満げに眉根を寄せる。

　――ヴィンスに「結婚しよう」って言われるの、何度目かしら……。

　そのたびに嬉しくて舞い上がる。なにも考えずに彼と結婚できたらどれだけ幸せだろう。

　――けれど、心臓に悪いわ。

　真剣な眼差しを向けられると、その透きとおった碧い瞳に思考を奪われる。

「冗談なんかじゃない、って……いつも言ってる」

　一度は離れた体をふたたび引き戻されて腕の中に閉じ込められる。額がこつんとぶつかり、素肌には柔らかな金の髪が当たった。

「レイ……」

　大きな手のひらで首筋を撫で摩られる。

「……は、早く服を着て！」

　目のやり場に困ったレイチェルはヴィンセントの鍛え上げられた肉体にシャツを押しつけた。

「あ……すまない。こんな恰好で、レディに対して失礼だった」

「失礼だなんて、そんなことは……ないのだけれど……ひ、ひとまず服を」

　促しながらもレイチェルは考える。

　――私って、いまもレディを名乗っていいのかしら。世の中のレディに失礼な気がするわ。

　ジャイルズ侯爵家は現在、莫大な借金を抱えている。

　ヴィンセントと出会う少し前のことだ。領内にバカラゲーム場ができ、父親がそこへ通いだすことで生活は困窮したものへと徐々に変化していった。

　もともと王都からはやや遠い場所のため社交の場にはほとんど顔を出していなかったが、ここ半年は茶会や舞踏会にまったく出席していない。ドレスはほとんど売り払ってしまった。侯爵令嬢とはまさに名ばかりである。

「レイチェル？」

　耳元で囁かれた。普段は愛称で呼ばれているから、慣れないせいかどぎまぎする。

「とっ、とにかくこんな借金まみれの私じゃ、あなたに釣り合わないの。だから結婚はできない」

　ところがヴィンセントは納得するどころかあからさまにむっとしている。

「釣り合うってどういうことなのかわからないし、何にしても俺は気にしない」

「私は気にする。そしてそれはきっと、あなたの周りの人たちも」

　ヴィンセントは自身を「騎士だ」と言っているが、その身なりや品のよさから、騎士でも高位の階級だとわかる。そんな彼に、多額の借金があり使用人も雇えない没落寸前の侯爵令嬢が嫁げば迷惑にしかならないとレイチェルは思っている。

「レイは頑ななところがあるよね。こうやって、手のひらで解ほぐせないかな」

　両頬をむにむにと揉みまわされる。

「やめてったら。そんなことで私の性格は変わらないわ」

「うん、そうか。まぁそういうところも好きなんだけどね」

　胸がとくっと音を立てる。

　――好き……なんて……だれにでも言ってるの？　それとも……私だけ？

　彼は気さくなのでどんなことでも話しやすいが、そういうところは訊けないでいる。

「……ねえ、きみも着替えたら？　ここ、汚れてる」

「あ、本当」

「脱がせてあげる」

「い、いいっ」

「いいんだ？」

　ヴィンセントは口の端を上げてずいっと身を乗りだした。シャツのボタンを片手でひとつ外される。レイチェルは思わず「ひっ」と声を上げた。

「違うわ、ひとりでできるってこと」

　彼はにこにことした顔のまま「遠慮しないで」と言う。

「遠慮なんてしてないから！　ヴィンスこそ、いいの？　もう夕方よ」

　ヴィンセントは夕方から忙しいらしく、陽が沈む頃になるといつも慌ただしく帰る。

「ヴィンスは夜勤……なのよね？」

「うん、まぁ」と曖昧に答えてヴィンセントは懐中時計を見た。

　騎士というからには王宮で働いているのだろう。ここから王宮までは馬で駆けても一時間以上かかる。

「レイと一緒だとあっという間に時間が過ぎる」

　そうしてヴィンセントは哀愁を漂わせて言葉を継ぐ。

「けど何度、断られたって俺は諦めないから」

　ウェーブがかったポニーテールの一束を掬われキスを落とされる。

　――諦めないって、私を着替えさせることを？

　あるいは結婚を、だろうか。どちらにしても頬を熱くせずにはいられない。

　彼の人となりはよく知っているが、私生活についてはほとんどわかっていない。しつこく尋ねたこともあるが、いつもうまくはぐらかされる。

　レイチェルは馬で去るヴィンセントを、姿が小さくなってもずっと見送っていた。










　放牧から戻ってきたクレアとハロルドとともにクウマや羊たちのブラッシングをしているところへ父親のフィリップが通りかかった。

　フィリップは「手伝おう」と言いブラシを手に持つ。父親はいつもそうしてブラッシングを手伝ってくれる。

「ありがとうございます、お父様。でも今日はこんな時間までどちらへ？」

　いかにもぎくりとしてフィリップはブラシを持つ手を止めて苦笑した。

「……いやぁ、ちょっと」

「また負けたのね？」

　父親の大きな肩がびくっと揺れる。レイチェルは眉間に深い皺を刻む。

「どれくらい？」

　父親はブラシを置き、両手の指で金額を示す。

　――ああ……眩暈がしてくる。

「お嬢様、あとは私たちでやりますから」

「ええ……ごめんなさい」

　レイチェルは邸に戻り、父親の書斎で帳簿をつけた。帳簿の管理は、以前は母親の仕事だったがいまはレイチェルがしている。ため息しか出ない。

　――今月も見事に赤字だわ。

　そして借金は右肩上がりである。金利はそう高くはないもののそれもまた借金がいっこうに減らない原因でもある。領地の税収と羊毛事業収入よりも借金のほうが大きいのだ。

　レイチェルはふたたび大きなため息をついて椅子から立ち、窓辺から外を眺めた。










　レイチェルはその日、ばたばたと家事をこなしていた。

　ひとりでも着られる詰め襟のドレス――言わずもがな一張羅だ――を身に纏い玄関を出て車寄せで待っていると、一台の馬車がやってくる。それに乗り、馬車に揺られる。

　到着したのはブランドン男爵家――母ジリアンの実家――である。ジャイルズ邸からここまでは一本道だ。

　母親とはたびたび手紙でやりとりしている。母親の実家から使いの者が来るのだ。

「返事を貰うまでは帰れない」と使いの男性が言うので「私はいつも幸せです」と手紙をしたためるものの、母親はなかなか鵜呑みにしてくれない。

　――借金まみれなのは相変わらずだけれど動物たちは可愛いし、クレアやハロルドが家のことや畑仕事を手伝ってくれるし、それにヴィンスだって……。

　彼のことを思いだすと、とたんに頬が赤くなるので困ったものだ。

　馬車を降りて玄関からブランドン邸の中へ入るとすぐ応接室に通された。

「レイチェル、会いたかったわ」

　挨拶もそこそこに抱きしめられる。ほんの一ヶ月ぶりだというのに母親は大げさだ。

　メイドが紅茶を淹れてくれる。ケーキスタンドにはスコーンやタルトがずらりと並んでいた。

　香り高い紅茶を啜り、甘い菓子を食べる。頬が落っこちそうだ。

　ジリアンはメイドを部屋から下がらせると、レイチェルの隣に座った。

「こんなに手を荒らして……」

　ハーブ油と蜜蝋をあわせた塗り薬を丹念に塗り込められる。

「もう諦めてこの家に来なさい。あの人にはなにを言っても無駄よ」

　父親がバカラゲーム場に通いはじめてからしばらくは母親もまた「バカラはやめて」と言っていた。

　借金が膨れ上がり、使用人を雇えなくなってからは慣れない家事にも懸命に取り組んでいた。

　それでも毎晩、両親は言い争っているようだった。母親は日に日にやつれていった。食事も喉を通らない状態が何日も続いた。

　そうしてジリアンはジャイルズ侯爵家を出た。だがレイチェルは一緒に行かなかった。

　――だって私まで家を出たらふたりは離婚するわ。

　母親はそれを望んでいるのかもしれない。

　――でもあんなに仲がよかったのに……。

　両親は貴族には珍しく恋愛結婚で、フィリップがバカラゲーム場に通う前まではふたりともいつだって楽しそうだった。

　ブランドン男爵家にもフィリップの借金を支援するほどの余裕はない。

　パンを焼くための小麦粉や砂糖などは分けてくれるのでそれだけでも助かっている。

　フィリップと動物たちを見捨てるわけにはいかない。両親のあいだに笑顔を取り戻したい。

「お母様、ごめんなさい。やっぱりもう少しだけ頑張りたいの。それにこうしてお母様とお話しして、温かい紅茶を飲んで甘いお菓子を食べるだけでも私はすごく嬉しいから」

　それでもまだ母親は浮かない顔だった。

　――私のこと、心配してくれているのね。

　もしかしたら、娘にだけ辛い思いをさせているという引け目もあるのかもしれない。

「私は本当に大丈夫だから。いまの生活だって楽しいの。だからそんな顔しないで？」

　すると母親はようやくほほえんだ。だがやはり、どこか物憂げだ。

　――とにかくお父様よ！

　実の父親に向かって諸悪の根源とまでは言いたくないが、結局のところやはりフィリップがバカラゲーム場に通っているせいでこうなったのである。

　ブランドン男爵家から自邸に戻ったレイチェルはその足で父親の執務室を訪ねた。

「お父様、折り入ってお話があります」

「うん？　なんだ、あらたまって」

「バカラゲーム場へ行くのはお止めください。いまジャイルズ侯爵家がどれだけの借金を抱えているか、わかっていらっしゃいますよね？」

　机の端に捨て置かれていた赤い文字だらけの帳簿を掲げて強い語調で言った。

「いや、次こそは勝てるんだ。そうすれば借金もすべて消えるさ！」

　――どうして聞き入れてくれないの。

　レイチェルは「はあぁ」と大きなため息をついて項垂れる。

　父親はいつもいつも負けて帰ってくるわけではない。

「今日は勝ったぞ！」という日もあるが、負けている日のほうが多いせいで借金が積もっていく。










　今日はハロルドの十五歳の誕生日だ。お祝いにと、レイチェルは畑の野菜を使ってベジタブルケーキを焼いた。

　夕方になると、ヴィンセントが果物を持ってやってきた。応接室に四人――レイチェル、クレアとハロルド、そしてヴィンセント――が集う。

「ヴィンス？　今日はお仕事はお休みなの？」

「ああ。明日の朝までたっぷり、ハロルドの誕生を祝えるよ」

「ふたりともありがとう～っ！」

　レイチェルが焼いたケーキと、ヴィンセントが持ってきた果物を見て甘党のハロルドが涙ぐむ。

　皆でわいわいと談笑しながらケーキと果物を食べ、ハーブティーを飲んだ。風が強い夜だった。

「僕の十歳の誕生日のときも、夜はこんなふうに強い風が吹いてたね」

　ハロルドが言うので、レイチェルは「そうだったわね」と相槌を打ち、「あんまり風が強すぎて納屋から出られなくて、藁の中で眠ったのだったわね」と言葉を足して当時のことを思い起こした。

「明くる日には奥様に大目玉を食らいましたよね」と、クレアはそのことを思いだしたのか笑いながら「ふぅ」と息をついた。

「へえ、そんなことが……」

　そう呟きながら、ヴィンセントは神妙な面持ちで顎に手を当てた。

　その後も皆で昔話に花を咲かせた。

　ソファで眠ってしまったクレアとハロルドに毛布をかける。彼らは夜更かしには慣れていない。

　今日はヴィンセントもジャイルズ侯爵邸に泊まることになっている。

　物音を立てないように――ふたりを起こしてしまわないように――ヴィンセントとともにそっと廊下へ出る。

「きみたちって本当に仲がいいよね」

　廊下を歩きながらヴィンセントが言った。

「そうね。ふたりとは姉弟みたいなものだから」

　レイチェルはゲストルームの扉を開けて立ち止まる。

「ヴィンスはこの部屋を使って？」

「わかった。きみも一緒に寝てくれるんだよね」

　唐突にそんなことを言われ、きょとんとする。ヴィンセントは部屋の扉を閉めながらレイチェルに問いかける。

「嫌？」

「い、嫌じゃないけれど……だめ」

「俺に襲われるかもしれないから？」

「違う、そうじゃないわ。ただ、ほら……未婚の男女が同じ部屋で一晩を過ごすなんてよくないことだから」

「真面目だね、レイは」

「ヴィンスは違うの？」

　未婚の女性と一晩を過ごすことがあるのだろうか。胸がちくちくと痛む。

「きみに関しては不真面目だ。レイとだけは……一晩を過ごしたいって思う」

　――だれにでもそう思うわけじゃ、ないのね。

　安堵と、焦がれるような感情が同時に込み上げてくる。しかし次の瞬間には腰を抱かれて密着することになり、慌てふためく。

「ま、待って！　いったいどうしたの、ヴィンス」

「……わかった、白状するよ」

　ヴィンセントはレイチェルの肩に顔を埋める。

「妬いてるんだ、クレアとハロルドに。ふたりはきみと一緒に眠ったことがあるんだろう？」

「子どもの頃の話よ」

「それでも、だ。きみの寝顔を見てみたい」

　頬や目元を緩慢に撫でられる。

「ひっ、ひとまず湯浴みしてきたら!?　準備はもうできているから」

「……そう。じゃあきみが手伝いをしてくれる？」

「へっ!?」

「一緒に湯浴みしよう」

「しないわ！」

「俺と一緒に湯浴みするか、一緒に眠るか。ふたつにひとつだ」

「どういう理屈なの!?」

「俺は絶対に譲らないよ。どちらかひとつは叶えてもらう」

　――もう、ヴィンスはたまにすごく強引なんだから。

「……わかったわ。あなたと同じ部屋で眠る」

　――ベッドはヴィンスに譲って、私はソファで眠ればいいのだし。

　満面の笑みになったヴィンセントをよそにそんなことを考えながらレイチェルは彼と入れ違いで湯浴みを済ませた。

　ソファに寝転がって毛布を被ると、その毛布ごと体をくるまれてベッドまで運ばれる。

「レディをソファで眠らせるわけにはいかない。かといって俺もソファでは眠りたくない。要は、同じベッドで眠ればいいんだ」

　今日はどうしてそう無茶苦茶なことを言うのだろう。

　ベッドに横になると、同じ毛布に彼が入ってくる。ヴィンセントはナイトガウン一枚、自分はネグリジェという薄着だ。抱き寄せられれば温もりが伝わってくる。

「温かい」

　どこかしみじみとした調子で彼が呟いた。至近距離でずっと見つめられているので居心地が悪い。

「……眠らないの？」

「きみが眠ってからにする」

「寝付けないわ。だからヴィンスが先に眠って？」

「俺のこと信用できない？」

「そういうわけじゃ……」

「きみに変なことはしないよ。……たぶん」

「たぶんって……なに」

　レイチェルはほんのりと頬を赤くして唇を尖らせる。

「ちょっとくらいは、なにかするかもしれないってこと」

「なっ、なにかって!?」

「うーん……頬にキスしたり？　もしくは首筋に」

　とっさに頬と首筋を押さえる。

「はは、まだしてないって。ああ、わかった。起きてるあいだにしてほしいってことだね」

　ヴィンセントはにやにやとした面持ちで顔を寄せてくる。

「そんなこと言ってないわ。でも、寝ているあいだにそんな……だめ、よ」

「やだな、俺がすごくいかがわしいことをしようとしてるみたいだ」

　レイチェルの薄茶色のウェーブヘアを指に絡めて弄びながらヴィンセントは目を細くする。

「でも……わかった」

　その言葉を聞いてほっとしたのも束の間だった。

「いまからする。きみがきちんと目覚めているときに」

「えっ」と声を上げるのと同時に頬に唇を寄せられ、困惑しているあいだに首筋をちゅうっと吸い上げられた。

「やっ、くすぐったい……！」

「ん……いい香りがする」

　動物のようにすんすんと匂いを嗅いでくる彼を、押しのけることができない。手指を絡められ、中指の先にもくちづけられた。

「そんなところにまでキスするなんて、聞いてない」

「先に宣言しておいたら、どこにでもくちづけていいってこと？」

「……っ」

　すぐには言葉を返せなかった。

「唇に……しても？」

　――早く「だめ」だと言わなくちゃ。

　端正で精悍なヴィンセントの顔が近づいてくる。

　――だめ、って……言えない……！

　匂いを嗅がれたり、唇を寄せられたりすることが不快だと思えないのだ。それどころか、心の奥底ではきっと望んでいる。唇同士が触れ合えばいったいどうなるのだろう……と、好奇心に満ち溢れている。

「レイ」

　鼻がぶつかりそうな位置で名を呼ばれ、耐えきれなくなって目を瞑る。

　唇に柔らかなものが押し当たる。一瞬のことだった。

　――キス、してしまった。ヴィンスと……。

　どこからともなく熱が立ち上ってきて思考を鈍くする。
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「……こら、そんな顔しちゃだめだ」

　自分がどんな顔をしているのか、近くに鏡がないのでわからない。

「すべて欲しくなる」

　碧い瞳が灯を纏う。そんな錯覚に見舞われ、肩がびくっと弾むのを自分ではどうすることもできなかった。

「大丈夫。襲わない。これ以上はだめだ」

　ヴィンセントは自分に言い聞かせるように呟き、レイチェルの髪をウェーブに沿って撫でた。

「でも、もう一回……いい？」

　ねだるような甘い声に抗えるはずもなく、ふたたび唇が重なる。今度は長い。

　――いっ……息はどうすればいいの!?

　かつては女性家庭教師をつけてもらっていたが、そういったこと――閨でのあれこれ――を教わる前に家計が苦しくなり雇えなくなったのでまったくの無知だ。

　離れたかと思えばまた塞がれ、生温かいもので唇を割られる。レイチェルは驚きに目を見開く。

「ヴィンス、舌……！」

「だめだった？」

「自分で言っていたじゃない。これ以上はだめだ、って」

「そうだね。きみの服を脱がせるのはだめだって思ってるよ」

　レイチェルは反射的にネグリジェを押さえる。

「だからいまは……唇だけ、味わわせて」

　唇をぺろぺろと舐めまわされる。

「ヴィンスったら……クウマみたい」

　クウマに唇を舐められたことはない。せいぜい指だ。ところが気が動転してしまい、恥ずかしさを紛らわすためにそんなことを言ってしまった。

「クウマもきみにこんなことするの？　許せないな」

　本当に『許せない』というようなごく真剣な表情でかぶりつかれる。

　それからというもの、疲れ果てて眠りに就くまで、嫉妬に満ちた深いくちづけに翻弄され続けた。

















第二章　特別な繋がり












　その夜、空が白みはじめた頃にレイチェルはヴィンセントの腕から抜けだして私室へ戻った。ゆえに、彼と一晩を過ごしてしまったことは父親には知られていない。

　それから数日が経ってもなおレイチェルの中であの夜の出来事は少しも薄れなかった。

　――あんなキスをしてしまったなんて……信じられない。

　思いだすだけで胸が締めつけられてなにも手につかなくなってしまう。

　――だめだめ、いまは忘れよう。後片付けをしなくちゃ！

　気持ちを切り替えてキッチンで朝食の後片付けをしていると、小窓からブランドン男爵家の馬車が来るのが見えた。

　――お母様と会う予定はないし、小麦粉もお砂糖もこのあいだいただいたばかりだし……どうしたのかしら？

　手紙だけならば使用人が馬で持ってくる。わざわざ馬車では来ない。

　――もしかして、お母様がいらした？

　父と話し合いをする気になってくれたのだろうか。

　レイチェルは慌ただしくキッチンを出て玄関へ向かい、馬車が車寄せに停まるのを見守った。しかしながら馬車の中は空っぽだった。

　顔見知りの御者が「お嬢様、急ぎこの馬車にお乗りください」と言うので、なにかあったのかもしれないと不安になり、言われるまま馬車に乗った。

　一本道を通ってブランドン男爵家に到着する。

「いらっしゃい、レイチェル」

　ジリアンは何事もなく元気そうだ。レイチェルはとたんに拍子抜けする。

「こっちよ」

　そうして衣装部屋へと連れていかれる。メイドに囲まれたかと思えば、何の説明もなくドレスに着替えさせられた。

「お母様、待って！　どういうことなの？」

　レイチェルが質問しても、ジリアンはなかなか答えようとしなかった。

「ブランドン男爵家を通してあなたに縁談の申し入れがあったの。すごくいいお話よ」

「えっ、縁談!?」

　盛装ができあがる頃になってようやく聞かされた言葉に、レイチェルは驚いてぽかんと口を開ける。

「さあ、馬車へ」

　ジリアンに手を引かれて歩き、ふたたび馬車に乗る。

　――そういえばお母様には、ヴィンスの話をしたことがなかったわ……！

　ジリアンはヴィンセントと顔見知りだが、好意を持っていると話したことは一度もない。

　もっとも、ヴィンセントのことが好きだと白状したところで「だったらすぐに彼と結婚して家を出ればいいじゃない」と言われるのが関の山だ。

　だがそれでは根本的な解決にはならない。父親はますますバカラゲーム場へ入り浸るだろう。

　――私まで家を出ればお父様も変わるかもって思うけれど……。

　それならそれでフィリップは動物たちと戯れて寂しさを紛らわすに違いない。

「ねえお母様。縁談のこと、どうして前もって言ってくれなかったの？」

「前もって伝えていたらあなたはこの話を断ると思って」

「……ええ、そうね」

　いまからでも逃げだしたいくらいだが、走る馬車から飛び降りればきっと怪我では済まない。

「とにかく相手の男性と会ってみて、気に入らなければ断ってもいいの」

「でも結婚する気なんてまったくないのに会うのは相手に失礼じゃない？」

「会ってみたら気が変わるかもしれないわ」

　その後もレイチェルはジリアンに食い下がったが、話は平行線のままだった。いや、馬車に乗せられてしまった時点で母の思うつぼである。

　レイチェルは諦めて息をつく。

「それで、その男性ってどういう方なの？」

「ゴッドリッチ侯爵のご子息よ」

「肩書きではなくて人となりが知りたいのだけれど」

「それは会ってから知ればいいことよ」

　――ということは、お母様もご存知ないのね。

　フィリップの借金のことがあって、ジリアンもまた社交界からは遠ざかっているので無理もない。

　ブランドン男爵家にしても王宮からはやや離れた辺鄙な場所にあるし、今代のブランドン男爵は――レイチェルの伯父だ――一家で国外の事業に取り組んでおり、男爵家にはいま年老いた祖父母しかいないため社交界のことは噂すら耳にしないというのが現状だ。

「けれど少なくともお金で苦労することはないわ。ゴッドリッチ侯爵は国政にも参画していて、領地収入も安定しているそうよ。ご子息もさぞ優秀に違いないわ」

「そう……」

　――でもお父様のようにバカラゲーム場へ通いつめることだってあるかもしれない。

　そう思ったが口には出さなかった。わざわざ母親の機嫌を損ねるようなことを言うものではない。

　――ゴッドリッチ侯爵令息と結婚すれば借金は帳消しになる、ってお母様は考えている？

　しかしそんなことを尋ねれば「私はあなたの幸せを願っているのよ」と言葉を返されそうだ。ジャイルズ侯爵家の借金はさておき、せめて娘には幸せな結婚生活を送らせたいという親心でこの縁談に臨んでいるのかもしれない。

　――幸せな結婚生活、かぁ……。

　借金のことでヴィンセントには迷惑をかけられないと思うのに、ほかの男性になら肩代わりしてもらってもよいのではないか……と、そんな考えが一瞬だけよぎった。そうして自己嫌悪する。

　ヴィンセント以外の男性はどうでもよいのだ。

　――でもそれくらい、ヴィンスのことが好き……！

　あらためて、この縁談は断固として断らなければと意を決する。

　馬車が停まり、ゴッドリッチ侯爵邸に到着する。

　ジャイルズ侯爵邸とはまったく赴きの異なる都会的な造りだ。実際、ここは王都である。レイチェルはあたりを見まわす。小高い丘の上にひときわ白い建物が見えた。

　――あれは……王宮ね。ヴィンセントはいま勤務中かしら。

　夜勤明けならばこの時間は眠っているところかもしれない。

「レイチェル？」

「あ……はい」

「ぼうっとしないで」

「ごめんなさい」と謝り、ジリアンについていく。

　そこここに使用人の姿があった。玄関扉を開ける者、出迎えて頭を下げる者、応接室へ案内する者、応接室の扉を開ける者……と、使用人がわらわらと出てくる。

　――うちとは大違い。

　だがこれほど人が多いとかえって落ち着かない。ジャイルズ侯爵家は借金がないときだって、こんなに雇っていなかった。

　応接室に入ってからも、紅茶を淹れるメイドのほかにティーカップを運ぶだけのメイドがいた。ここまでくればきっと、ティーカップを下げるだけのメイドもいることだろう。

「遠路はるばるようこそ」

　ゴッドリッチ侯爵とその子息が部屋に入ってきた。よく似た親子だ。

　――もしふたりが同じ服を着ていたら見分けがつかないかも。

　双子のような親子が向かいに座る。顔の皺が少ないほうが息子――レイチェルの見合い相手――だろう。

「王都で一番のパティシエに作らせたケーキです。どうぞお召し上がりください。普段は食べられないでしょう？」

　ゴッドリッチ侯爵が自慢げに言った。

　ジャイルズ侯爵家の懐事情は周知のことだが、こうもあからさまだと『ケーキを恵んでもらっている』というような感情が強くなる。

　レイチェルは開き直って、「それではお言葉に甘えて、これとこれと……それからこれも頂戴いたします」と、ケーキスタンドを指し示した。そばにいたメイドが小皿にケーキを取り分けてくれる。それとはまた別のメイドがナイフとフォークを持ってきてくれた。

　ジリアンの視線が突き刺さるように痛かったが、気にせず食べ進めた。

「いやぁ、素直で素敵なお嬢さんですね」

　ゴッドリッチ侯爵令息がにこやかに言った。

　ケーキを食べ終わり、ゴッドリッチ侯爵令息と庭を散歩する。そのあいだもずっと彼は笑顔だった。笑顔の仮面を貼りつけたよう……などと失礼なことを思ってしまった。

　ゴッドリッチ侯爵邸をあとにして帰りの馬車に揺られる。

「レイチェル！　ケーキならブランドン男爵家でも食べられるでしょう」

　馬車に乗るなりジリアンに咎められた。

「でも美味しかったわ。お母様もお召し上がりになったらよかったのに」

　レイチェルがけろりとしているからか、ジリアンはますます眉間の皺を深くする。

　その後、ジャイルズ侯爵邸に着くまで互いに一言も発しなかった。

「ねえ、せっかくここまで来たのだからお父様に会っていったら？」

「……また今度ね」

　ジリアンはそっけなくそう言って、馬車で行ってしまう。レイチェルはため息をついて項垂れた。

　――久しぶりにすっごく疲れたわ……！

　家のことをしていてもあまり疲れは感じない。今日はドレスを着て馬車に乗り、ケーキを食べただけ――たいしたことはなにもしていない――というのにこの疲労感はなんだろう。

　玄関の鍵を開けて中へ入ろうとしていると、庭のほうからユノマが駆けてきた。そのすぐあとにヴィンセントが顔を出す。

「ヴィンス！」

「おかえり、レイ。すまない、勝手に庭を散歩していた。ジャイルズ侯爵も留守みたいだ」

　――お父様ったら……またバカラゲーム場へ行っているのかしら。

　不安になったが、いまはそれどころではない。

「ううん、いいの。それよりごめんなさい、留守にしていて。今日は急な外出だったから……」

　ブランドン男爵家へ行くときはいつもヴィンセントには予定を知らせている。入れ違いにはなりたくないからだ。

「かまわないよ、俺もさっき来たところだし。でもどこへ行っていたんだ？」

「えっ……」

　ヴィンセントはレイチェルの反応を見て首を傾げる。

「今日は……いつもと雰囲気が違うね」

　ルージュが載った唇の下を指で辿られる。

「こっ、こんなところではあれだから……その、入って？」

　レイチェルは彼を応接室に通してハーブティーを淹れた。

「んん、今日も格別だ」

「それはよかったわ」

　――よしっ、このまま話を逸らそう！

　ヴィンセントがティーカップをソーサーに戻すのを待って話しかけようとする。

「それで、どこへ行っていたの」

　ところがレイチェルよりも先にヴィンセントが口を開いた。話を流してはくれない。

　――変に隠さないほうがいいわね……。

　早々に観念して、素直に話す。

「ゴッドリッチ侯爵のお邸へ行っていたの」

「ゴッドリッチ？　……いったい何の用で？」

　ヴィンセントの表情が急に険のある顔になった。

「あ……ええと……」

　正直に言うべきか迷うが、彼に嘘はつきたくない。

「お母様の実家を通して縁談があって……」

　するとヴィンセントは目を見開き、ソファの肘掛けに頬杖をついて不機嫌そうに足を組んだ。ソファが窓際にあるものだから、窓辺から射す逆光が彼の表情に影を作る。

「ゴッドリッチの嫡男と会った、っていうわけか」

　碧眼をまっすぐに向けられてたじろぐ。

「どうだった、彼は」

　いつになくぶっきらぼうで、威圧的な物言いにびくっとしてしまう。

「どうって……私は……だれとも結婚する気はないわ」

「答えになってない」

　ぴしゃりと言われ、身が竦む。レイチェルが委縮しているのを感じ取ったのか、ヴィンセントは「あ、いや……すまない」と、ばつが悪そうに頬を掻いた。

「レイ、こっちへ来るんだ」

　語調は柔らかかったがそれでも有無を言わせぬ気迫があった。

　ヴィンセントのもとへ近づくと、膝上に座らされた。

　まるで自身を落ち着かせるかのように、ヴィンセントはレイチェルの首筋に顔を埋めて深呼吸をする。

　ふと窓のほうを見やれば、雨が降りだしているのがわかった。依然として太陽は燦々と輝いているというのに、おかしな天気だ。

　雨粒が池の水面を打つように、ヴィンセントはぽつりぽつりと言葉を紡ぐ。

「きみの正直なところ。何事にも一所懸命なところ。責任感が強いところ……」

　結い上げていた髪を解かれる。

「どんなことにも幸せを感じて……笑っているところ」

　ヴィンセントはレイチェルのウェーブヘアを手櫛で梳きながら言う。

「全部大好きだよ、レイ」

　暖かな陽光がヴィンセントを照らして引き立てる。飾り気のない彼の実直な言葉に心を揺さぶられる。

「どうしようもないくらい好きで、欲しくてたまらない。レイは正直だけど……きみの気持ちだけはまだ聞かせてもらってないよね」

　――心臓が、いよいよ壊れてしまう。

「俺のこと、どう思ってる？」

　――そんなふうに見つめないで。

「ほかのことはなにも考えずに、思ったままのことを言って」

　もとよりほかのことなどなにも考えられない。

　そっと唇を辿られる。唇が震えて、胸が締めつけられて、内に秘めている想いが溢れだしそうになる。

　好きだと言ってしまいたい。でもそうしたら取り返しがつかなくなるような気がして怖い。

　――だって、私だけ幸せになるわけにはいかないわ。

　父親のギャンブル好きをどうにかしなければジャイルズ侯爵家は破産する。ともかく父親に帳簿を任せていたら、いま以上にとんでもないことになる。

　――だから言えない。本当の気持ちだけは。

　吐露してしまったらきっと、ヴィンセントに甘えたくなる。

　レイチェルは唇を噛んで俯くことで感情に蓋をする。身内のことは身内で解決したいという意固地な部分がある。

　――私だけでどうにかしようってずっと思ってきたけれど……。

　だがこれだけの事態に陥っていて父親がギャンブルをやめられないのはもはや病気の域ではないだろうか。もしかしたら、医者を頼ったほうがいいのかもしれない。

　――ひとりで抱え込んでいてもだめなのだわ。そうだ、お母様に頼んでお医者様を紹介してもらおう。

　医者に頼るのだから『身内だけで解決する』ということにはならないかもしれないが、家族で協力してジャイルズ侯爵家を建て直してから、ヴィンセントと向き合いたい。

　レイチェルはヴィンセントの瞳を見て言う。

「ごめんなさい、ヴィンス。でもいまは……まだ」

　近いうちにどうにかしてみせる。そうして自信を持って彼と向き合いたい。

　すると彼は「……わかった」と呟いた。

「わかってるよ、きみのことは。なぜ言わないのかってことも……」

　片手で後頭部を掴まれ、顔を固定される。

「この愛らしい唇はすごく頑固だ」

　もう片方の手の指が唇を押し上げるので、意図せずそこを尖らせるような形になる。

「だったら体に訊いてみるしかない」

「えっ……？」

　ヴィンセントは焦れた様子で眉間に深い皺を刻み、レイチェルの背を撫で上げる。

「このドレス、ひとりで脱ぐのは大変だろう。手伝ってあげる」

　背の編み上げ紐を解くのはたしかにひとりでは困難だが、できなくはない。

「平気、だから……」

「そう？　じゃあいますぐひとりで脱いでみて」

　やはり彼は『着替えさせること』を諦めていないらしい。

「あなたの前じゃできない。ヴィンス……意地悪、言わないで」

　彼の胸に手を当ててそっぽを向く。

　――こんな態度、本当なら取りたくないけれど……。これ以上、そばにいたらいけない気がする。

　このままでは過ちを犯してしまいそうだとレイチェルは思った。

「困らせたいわけじゃない」

　ヴィンセントの唸るような声だった。

「ただ、きみのすべてに触れたいだけ」

　背の蝶結びを紐解かれる。

「あっ……だめだってば、ヴィンス！」

「いやだ」

　彼の――思いつめたような――切なげな顔を見れば、そこに冗談やからかいは一切なく本気だということがひしひしと伝わってくる。

「嫌だと思ったら俺の頬を引っぱたいて。足蹴にしたっていい」

「そんなこと……」

　――できるわけない。彼の指先にならきっとどこに触れられたって気持ちいい。

　それがわかっているから、せめて言葉では彼を引き止める。

「お願い、やめて」

　しかしヴィンセントは首を横に振るばかりで手を止めようとしない。肩に顔を埋められているから、そうして彼が頭を揺すると柔らかな金髪が肌を掠めてくすぐったい。

　ドレスの編み上げ紐をすべて解かれ、コルセットの紐も同じようにされる。体の締めつけが緩くなってくることで焦燥感に見舞われるものの、同時に歓びを覚えてレイチェルは俯く。

「ヴィンス……だめ」

　弱々しい声音では意思が伝わるはずもなく、ヴィンセントはとうとうコルセットの守りを崩してしまった。

　口では何度も「だめ、やめて」と言っている。

　――でも私自身が本当にそう思っているのか、わからない……！

　心身ともに明らかに興奮してきている。呼吸が荒くなり、胸がとくとくと連続して鳴っている。

　服を脱がされそうになっているだけだというのに、こんな反応をしてしまうなんて変態なのではと心配になった。

「こんなこと……卑怯だってわかってる。でも俺は、きみとの特別な繋がりがほしいんだ」

　コルセットの内側に着けていたシュミーズごと、すべての衣服を腰のほうへとずらされる。とっさに両手で胸元を押さえるものの、その腕を掴まれた。

「ほかの男に、許してはだめだよ」

　耳のすぐそばで響いた囁き声に全身をくすぐられる。両手に力が入らなくなる。

　両腕をゆっくりと左右に開かれ、胸を隠すものがなくなる。乳房が露呈する。

　――せめて曇っていてくれたらよかったのに……！

　相変わらず小雨が降っているが、それでも太陽は隠れておらず窓辺からは燦々と陽光が降り注いでいた。こんなにも明るいところで、彼は瞬きもせず胸を見つめている。

「やっ……見ない、で……」

　声が震えてしまった。恥ずかしくて逃げだしたい。しかしヴィンセントにはいまだに両方の手首を掴まれている。それほど強い力ではないというのに、少しも動かせなかった。

「きれいだ。それに……いじらしい。この……薄桃色のところ」

　ヴィンセントの視線の先を追えば、薄桃に色づいた胸の先端がすっかり尖っていた。

「……っ！」

　羞恥心が込み上げてくる。そこがそんなふうになっているのは恥ずかしいことなのではないかと焦り、体が小刻みに震えだす。

「寒い？」

　自身のドレスシャツを脱いでかけてくれるつもりのようだった。

「だめ、脱がないで……！　寒くないから」

　ヴィンセントが自分の首元のボタンを外したので、胸板が垣間見えている。

　――ヴィンスまで服を脱いだら、鼻血が出てしまうかもしれないもの！

　だから彼にはきちんと服を着ていてもらわなければ困る。

「そう？　でも少し……肌が冷たい気がする」

　二の腕や脇腹を撫で上げられる。

「それはヴィンスの手が温かいから」

　両手が自由になったのをいいことにレイチェルは胸を隠して彼に背を向ける。

「ヴィンスは私の着替えを手伝ってくれるのよね？　着替えを取ってくるから……」

　平静を装って立ち上がろうとすると、そうはさせまいと背中側から抱き込まれ、彼の膝に座ったままになる。

「寒くないのならこのままでいて。……まだなにもしていない」

　いったいなにをするつもりでいるのだろう。

　熱い唇が首筋に吸いついてくる。ざらついた舌で舐め上げられるとまた震えが走る。

「びくびくしてるね。……怖い？」

　――怖い、と言えばやめてくれるの？

　首を縦に振ればよいだけだ。恐怖心など欠片もないが、そうだと言ってしまえば彼はきっと慮ってくれる。

「怖いだなんて……」

　ところが頭で考えていたのとはまったく異なる言葉が出てきた。

　――私、もっとされたいって思ってるの？

　ほんの少しだけ後ろを振り返れば、ヴィンセントがほほえんでいるのがわかった。

　頬を片手で覆われ、身を捩ってキスを交わす。

「ふっ……う、んん……っ」

　くちづけに翻弄されているあいだに胸を鷲掴みにされた。

「あっ……！」

　双乳をふにふにと持ち上げられる。

「柔らかい」

　吐息交じりの掠れ声に耳朶をくすぐられ「ふあぁっ」と、意味を成さない言葉を紡ぐ。

　――どうしよう。ヴィンスの手、熱くて……気持ちいい。

　彼はもともと体温が高いのか、大きな手のひらで包まれている乳房まで熱を持ってしまいそうなほどだった。下から持ち上げるようにしてふたつの膨らみを揺さぶられている。

　――やめてほしい、なんて……口先だけだわ。

　体は紛れもなく悦んでいる。

　――結婚を誓い合った仲でも恋人同士でもないのに……。

　そうしてレイチェルはヴィンセントの発言をいまさら理解した。『特別な繋がり』とはこのことなのだ。何の約束もないからこそ、夫婦にしか許されないようなことをして絆を作りたいと彼は思っているのだ。

　――夫婦にしかできないこと……。

　そこまで思い至るととたんに顔が熱くなった。まさかヴィンセントは子を成す行為までもしようとしているのだろうか。

「ヴィンス？　あの……」

「んん」

　ヴィンセントは唸りながらレイチェルの胸の蕾を指でつまみ上げた。

「ひぁっ！」

　尖りきった胸の蕾を上下左右に捻りまわされる。

「だめ、それっ……や、やぁっ……！」

　弄られているのは胸の先端だというのに、どういうわけか下腹部のあらぬ箇所が疼く。スカートの内側で太ももを擦り合わせてやり過ごそうとする。

「腰が揺れてる」

　ぽつりと指摘され、びくりと体が弾む。意識していてもひとりでに体が動いてしまう。自分では止められない。

　胸の蕾を執拗に捏ねられているせいだ。レイチェルは「ぁ、あっ」と高い声を上げながら身悶えする。

　ヴィンセントと不埒な関係になってはいけないと思っていたはずなのに、いつの間にか背徳心はうやむやになって快楽に流されている。

　だからきっと、腰でもたついていたドレスやドロワーズを床に落とされて一糸まとわぬ姿になってもなお彼の手指が心地よく感じるのだ。

　――だめ……なのに。

　とうとう裸になってしまった。ヴィンセントの右手が太ももを撫で上げ、脚の付け根を摩る。

　彼が深呼吸をするので首筋に熱い吐息が吹きかかる。

　だが振り返れない。後ろからとはいえ裸を見られているのが恥ずかしくて、前を向いていることしかできなかった。

　大きな手のひらと同じくらい長い指が脚のあいだに入り込み、探るように陰唇を掠める。

「ひぁっ！」

　指先がほんの少しそこに触れただけでも全身がびくっと跳ね上がった。

　――恥ずかしいのに……私、どうして……。

　ねだるように身を捩って彼の手指をそこへと誘おうとする。そんな自分に嫌気がさして両手で顔を覆う。とても見ていられなかった。

　ヴィンセントは深く息をしながら、レイチェルの脚の付け根に忍ばせた指で莢さやを払った。花核を撫でつけて小さく揺さぶる。

「ふっ……あ、ぁっ……あぁっ……」

　普段は決して人に見せない秘められた箇所を指で弄られ、たとえようのない焦燥感が込み上げてくるのと同時に明確な悦びが全身を駆け巡った。

　まるでずっと前からその快楽を知っていたかのように、そこを嬲られると気持ちがよくて「あっ、ふぁあっ」と喘ぎ声が止まらなくなる。

「高い声、出して……気持ちいい？」

　恍惚を帯びた低い声にいっそう快感を煽られ、恥じらいを捨ててこくこくと頷く。

　レイチェルが素直な反応を見せたからかヴィンセントは口の端を上げ、花芽のすぐ下にある蜜口に指を潜り込ませる。

「ふっ……!?」

　異物感に襲われて目を見開く。

「ここ……嫌？」

　彼の中指は隘路の浅いところを緩慢にくすぐる。

「嫌……というか……」

「……というか？」

　ヴィンセントがおうむ返しして続きを促してくる。指は無遠慮にずぽずぽとそこを出たり入ったりする。

「おかしく、なりそ……う、うぅっ……！」

　押し引きしていた指だが、しだいにより深いところへと入っていった。

「んぁ、ああっ……ふぁ、あっ」

「レイ、しっかり記憶して。俺のことを」

　――もう充分すぎるほど刻み込まれてるわ。

「俺はいつでもレイを想ってる。忘れないで」

　――忘れるわけない。私だっていつもあなたを想ってる。

「ん、んっ……あぁ……」

　ヴィンセントは蜜口から溢れた愛液を、わざとらしく指で弄んでくちゅくちゅと水音を響かせる。

「きみの中……すごくよく濡れてる」

　瞬時にかあっと頬が熱くなった。

「ご、ごめんなさい、私……」

　不埒な自分を責める。

「なんできみが謝るんだ」

「だって……」

「謝らなきゃいけないようなこと……してるのは俺のほうなのに」

　これみよがしに指を出し入れされ、レイチェルはますます赤面する。

「はっきりときみの気持ちを訊いたわけでもないのに悪いとは思ってる。……でも、やめない」

　彼の熱い吐息が鼻をくすぐる。

「やめたくない。もっと奥まで……探りたい、きみのこと」

　指はさらに奥へと潜り込んでいく。彼の中指の根元まで入ってしまった。

「レイを……気持ちよくしたい。それが許されるのは俺だけだ、って……しっかり認識してほしい」

　耳たぶを食まれるのと同時に指の動きが速くなった。

「あ、ぁっ、だめっ……！」

　あらゆる感情が、先ほど降りだした雨の音と呼応するようにどんどん大きくなっていく。

　レイチェルは高らかに喘ぎながら、際限なく膨らむ快感と情愛に溺れていった。

















第三章　姫を守る騎士












　ヴィンセント・ルクシアは愛犬のユノマを連れて王宮に戻ると執務室へと直行した。

　腰に提げていたサーベルを壁に掛ける。従者はつけずに単独行動することが多いので護身のため常に帯剣している。

「お帰りなさいませ、殿下。さっそくですがこちらの書類にお目通しをお願いいたします」

　開けっ放しにしていた扉から宰相が顔を出し、山のような書類を机に置くのがここ一年ですっかり馴染みになった。

　レイチェルのもとへ行く日は朝のうちに面会等の公務をこなし、夕方以降に書類仕事を詰め込んでいる。それもこれも昼の自由な時間――レイチェルとのんびり過ごす時間――を作るためだ。ゆえに夕方から日付を跨ぐ頃まで執務ざんまいである。

「わかった。今日は下がっていい」

　自分の都合で夕方から執務をしている。終わるのは夜中だ。そんな時間まで宰相を付き合わせるのはさすがに気が引けるので、いつも早々に下がらせている。

　宰相が深々と頭を下げて執務室から出ていくのを見送ったあと、羽根ペンを手に取り書類に目を通し、黙々と執務に励む。

　日付が変わる頃、執務を終えたヴィンセントは両手を天井に向けて伸びをする。

　ふとランプを掲げて窓を開けてみると、小雨が降っていた。

　――レイと出会ってもう一年か……。

　彼女と出会ったときもこんなふうに穏やかな雨が降っていた。逆を言えば、雨が降っていなければレイチェルと出会うことはなかっただろう。恵みの雨だ。

　いま思えば、初めて出会ったときからあの陽だまりのような笑顔に惹かれていた。

　純朴で飾り気がなく、一所懸命すぎるくらい頑固で人情に厚い。そんな彼女に「結婚しよう」と言うようになったのは半年ほど前からだ。

　レイチェルには、自分がルクシア国の王太子だということは伏せてある。ジャイルズ侯爵夫妻は王宮で催される茶会や舞踏会にはほとんど出席しておらず、王太子だとは気づかれなかった。かくいう自分も、公務は要人との面会や貴族の邸宅訪問、書類仕事が中心なのでそれほど頻繁に社交の場には出ない。

　――いつかは話さなければならないとわかってはいるが、俺の素性を知ればレイはますます「私なんかと結婚してはいけない」と逃げ腰になるだろうな。

　ゆえにまだ隠しておきたい。こんなやり方は卑怯だが、レイチェルがプロポーズを受けてさえくれればそのあたりはなんとでもなると思っている。

　彼女の父親であるジャイルズ侯爵に直接、縁談を申し入れたいと話したこともあるものの「それだけはやめてほしい」とレイチェルに念を押されてしまったので、いまはどうすることもできず八方塞がりだ。

　――だからといって……なにが「特別な繋がりがほしい」だ。

　言葉で想いを返してもらえなかったことに腹を立てたひとりよがりだ。たった一言でも彼女に「好き」と告げられればきっとあんなことはしなかった、などと身勝手な言いわけをする。

　それで、結婚の約束もないのに手を出してしまった。ヴィンセントは自分の右手をじいっと見つめる。

　――だが拒絶はされなかった。

　戸惑い、恥じらいながらも官能に喘ぐレイチェルにはどこか儚さもあって、腕の中に閉じ込めていつまでだって触れていたいくらいだった。

　レイチェルは絶頂に達するとすぐに寝入ってしまった。あの日はよほど疲れていたのだろう。

　――いや、レイはいつもよく働いているから……。

　彼女自身も知らぬうちに疲れが溜まっているのではないかと思う。その上であんなことをして、よけいに疲れさせてしまったのではといまさら心配になった。

　ジャイルズ侯爵のギャンブル好きには本当に困ったものだが、他人に言われてやめるようならレイチェルだって苦労していない。かといって金銭的に援助してもレイチェルは嫌がるだろう。

　レイチェルは自分の力で解決しようとしている。だからプロポーズを受けてもらえないのだと思っている。

　――見守ることも愛なのではないか。

　ゴッドリッチの嫡男と会ったのだってきっと、レイチェルの意思ではない。おおかた彼女の母親が無理やり連れていったのだろう。

　――それをあんなふうに目くじらを立てて……みっともない。

　しかし、込み上げてくる激情をやり過ごせなかった。

　嫉妬心は独占欲へと変わり、なかなか自分のものにならないもどかしさが募って自制心をなくした。あれでも、彼女のすべてを貪り尽くしたいのを必死に我慢していた。

　ヴィンセントは拳を強く握って奥歯を噛む。

　――だが他の男との縁談は絶対に阻止する。レイは俺のものだ。










　レイチェルは窓辺に立ち、雨上がりの空を仰いだ。こういう晴れ空を見ると、彼と初めて出会った日のことを思いだす。あの日の思い出はいつまでも色あせることなく胸の中にある。

　思えばあのときからきっと彼に惹かれていた。だからこそ「名前を訊いておけばよかった」と考えたのだ。

　ヴィンセントはそれから週に何度か訪ねてきてくれるようになった。動物たちの話をしたり、散歩したりして過ごすうちに恋をした。

　――触れられたらどきどきする。けれど不快だなんて少しも思わない。私……やっぱりヴィンスのことが好き。

　朝、目が覚めるとすでに彼の姿はなかった。あのあとすぐに眠ってしまったのでわからないが、いつもどおり日没には邸を出たものと思われる。

　――このネグリジェはヴィンスが着せてくれたのよね……。

　そう思うと恥ずかしくていたたまれない。

　レイチェルは自分の頬をぱんっと軽く叩いて着替えを済ませ、家事に取りかかる。

　昼過ぎになると、ブランドン男爵家の馬車がやってきた。

「お母様!?　どうなさったの」

　ジャイルズ侯爵邸に来るなんて珍しい。

　――お父様と顔を合わせるのが嫌でめったに来ないのに……。

　先日の縁談のときだって、邸の中には立ち入らなかった。

　レイチェルはジリアンを私室に通してハーブティーを淹れた。

「……フィリップは？」

「部屋にいらっしゃるのではないかしら。会いにいく？」

「いいえ、けっこうよ。それより大事な話があるの。座りなさい」

　母親の向かいに座る。ジリアンはハーブティーを一口飲むと、大きく息をついた。

「ゴッドリッチ侯爵から、縁談はなかったことにしてほしいと言われたわ」

「まあ！」

　とたんに表情を明るくしたレイチェルを、ジリアンはじとっと睨む。レイチェルは「こほん」と咳払いをして言い繕う。

「……ま、まぁ。それは残念だわ」

「ええ……とても残念よ。しかも、私たちに非はないとおっしゃるの。ただ、王太子殿下のご意向には逆らえないから……と。ひどく怯えた様子だったわ」

「なぜそこで王太子殿下が出てくるの？」

「そんなこと私だって知りたいわ。でも、そうね……王太子殿下といえば、剣の腕が立つということで有名だけれど……知っているのはそれくらい。とにかく、王太子殿下からゴッドリッチ侯爵になにかしらの働きかけがあって破談になったということよ。あなたこそ、殿下と知り合いではないの？」

「まさか！　お近づきになる機会もないわ」

「そうよねぇ……」とジリアンは首を捻る。

　ヴィンセントの顔が脳裏をよぎったが、それこそ『まさか』である。彼は騎士だ。

「それで、お話ってそれだけ？」

「まあ、それだけとはなぁに。あなたのこれからにかかわる大切なことだというのに！」

「あ、ええ……その、そういう意味ではなくて。お父様とも……お話しなさってはどうかと思って」

「……また今度にするわ。馬車を待たせてあるし」

「そう……。あの、お母様。ひとつご相談があるのだけれど」

「なあに？」

「お父様はお医者様に診てもらうべきだと思うの」

　するとジリアンは驚いたように目を瞠る。

「あの人、どこか悪いの？」

　母親が父親を心配するような素振りを見せたことに安堵している自分がいる。

「具体的に体に不調があるわけではないわ。でも、私たちがこれだけ言ってもバカラゲーム場へ通うのをやめないのは病的だと思うの。だから一度お医者様に相談して、診ていただくべきじゃないかって」

　ジリアンは苦虫を噛み潰したような顔になって唇を引き結んだ。

「あなたの言うとおりだわ。どうしてもっと早くそのことに気がつかなかったのかしら……。私のお父様に頼んで、専門の医者を手配してもらうわ。でもレイチェル？　私の差し金だとわかったらあの人は医者の診察を受けないかもしれないから、あなたからよく言っておいてくれる？」

「そうね、わかったわ」とレイチェルが答えると、ジリアンはハーブティーを飲み干してから部屋を出ていった。

　レイチェルは母親を見送ったあとで父親の部屋へ行った。「医者の診察を受けるように」と言おうとしていると、それよりも先にフィリップが「ジリアンが来ていただろう？」と訊いてきた。

「わかっていたのならお見えになればよかったのに！」

「んー、まあ……出かけるところだから」

「どちらへ行かれるのですか？」

　フィリップはあからさまにぎくっとしている。

「ああ、いやぁ……まぁ、仕事だよ」

　目を泳がせるフィリップをレイチェルは憤然と睨む。

「私も一緒に行きます！」

　ドレスに着替えて邸を出る。バカラゲーム場へは歩いても行ける距離だ。馬車を使わずとも行ける場所にあるという点も問題かもしれない。

「レイチェル、本当についてくる気かい？　仕事だと言ってるじゃないか」

「見学させてください、お父様のお仕事ぶりを」

　するとフィリップは諦めたように項垂れて「わかったよ」と呟いた。

　到着した先はやはりバカラゲーム場だった。

「今日こそは借金を帳消しにするような勝利を収めてみせるから！」

　フィリップはすっかり開き直って意気込んでいる。

　――ここまで来て「やめて」と言っても無駄なんでしょうね……。

　レイチェルはバカラゲーム場へ入る前に、父親に「今度お医者様の診察を受けてほしいのだけれど」と話を切りだした。

「医者の診察？　どうして私が？」

「ええと、その……」

　ここで「ギャンブルをやめるためよ」とはっきり言っては気分を害し、医者の診察を受けてくれないだろう。

「いろいろと相談をするのよ。心の診察をしてもらうの。ほら、お父様はジャイルズ侯爵家の長としてなにかと心労が多いから」

「うーん、まあ……そうだが。ともかく今日は、私はゲームに集中して勝利するんだ」

　そんな父親を尻目にレイチェルは「やれやれ」と口元を引きつらせる。ひとまずは「医者の診察なんて不要だ」と突っぱねられなかっただけよしとしよう。いまは、父親が無茶な賭けに出ないか監視するほうが肝要だ。

　――といっても私、バカラのルールがよくわかっていないわ。

　事前に勉強しておくべきだったと後悔しながらバカラゲーム場内へ入る。あたりにはたくさんの馬車が停まっていた。

　ホールには大きな円卓があり、それを囲むように盛装した紳士淑女がいた。だがここに集まっているのは貴族だけではない。茶会や舞踏会と違って、爵位がなくともゲームには参加できるのだと以前フィリップが言っていた。

「これは、ジャイルズ侯爵様」

「やあ、マルコム」

　痩身の男性が立っていた。目がつっているせいか、厳めしそうな印象を受ける。

「このバカラゲーム場を経営しているマルコムだ」

　フィリップが言うと、マルコムは恭しく低頭した。

「マルコム・ヤードリーと申します。どうぞお見知りおきを。それで、こちらのレディは？」

「私の娘だよ」

　じいっと見つめられる。

「あぁ……なんて美しいレディだ。ご結婚相手は決まっていらっしゃるのですか」

「それがまだ」

「お父様！」と咎めてもフィリップは気にしない。

「貰い手がなくて困っているところで」

「でしたらぜひ僕と結婚していただけませんか？」

　レイチェルは目を丸くする。

「あ、あのっ。今日はここを見学させていただきたいのです。ねえ、お父様。今日は見学に徹するとおっしゃっていましたよね」

　父親の腕をぎゅうっと力いっぱい掴む。するとフィリップは調子が悪そうに「あ、あぁ……」と頷いた。

「そうでしたか。どうぞ存分にご見学ください、未来の奥様」

　マルコムは軽快に笑って去っていく。

　レイチェルはホール内をぐるりと一周すると、「少しだけゲームを」と駄々をこねる父親を引きずるようにして外へ出た。

　――お父様がバカラをせずに済んだのはよかったけれど……どうしましょう。

　なにやら妙なことになってしまった。

　レイチェルは家路を急ぎながらフィリップに話しかける。

「ねえ、お父様。マルコムさんは本気で言っていたのではないわよね？」

「なにを言うんだ。彼はきっと本気だよ。それにレイチェルがマルコムと結婚すれば、ますますバカラに没頭できる」

「……お父様？」

　目を鋭くして睨むと、父親は気まずそうに頬を掻いた。

「あ……いや……。とにかく、おまえも真剣に考えたほうがいい」

　――真剣に結婚を考えている相手はいるわ！

　そう叫びたいのを必死に我慢する。ヴィンセントへの想いをいつかは父親に話さなければならないが、いまではない。

「レイ！」

　ジャイルズ邸に着くと、いましがた頭に思い浮かべていた彼の声が後ろから聞こえた。振り返れば、ヴィンセントが馬で駆けてくるのが見えた。

「やあ、ヴィンス。今日のユノマも可愛いね」

　フィリップはそう言うなり、馬を降りてやってきたヴィンセントの脇に抱えられたユノマの首をにやけ顔でくすぐった。父親はヴィンセントのことを『動物好きの友人』だと思っている。

「ふたりでどこかへお出かけだったのですか？」とヴィンセントが訊いてきた。おそらく馬上から、レイチェルとフィリップがジャイルズ邸まで歩いているのが見えたのだろう。

「ちょっとバカラゲーム場にね」とフィリップが答える。

「そのお顔は、大勝利といったところですか」

「いやあ、今日はゲームはしなかったんだけれど、いいことがあって。レイチェルの縁談がまとまりそうなんだ」

「おっ、お父様！」

　ヴィンセントの顔が引きつった。しかしそれは一瞬のことで、すぐにまた笑顔になる。

「縁談ですか。いったいどなたと？」

「バカラゲーム場の経営者さ。はあ、久しぶりに気分がいい。ヴィンス、今日は泊まっていくといい」

　笑いながら邸の中へと入っていくフィリップをレイチェルはヴィンセントとふたりで見送る。

「マルコム・ヤードリーか……」と、ヴィンセントは小難しい顔で考え込んでいた。彼がマルコムを知っていたことに驚く。

　――そんなに有名な人なのかしら。

「レイ、話がある。きみの部屋へ行っても？」

「え、ええ……」

　ヴィンセントに笑みはなく無表情だ。なにを考えているのかわからない。

　私室に入るなり、ヴィンセントはドアノブを握って扉を閉めながらレイチェルの頭上に腕を置いて囲い込んだ。

「ジャイルズ侯爵に、俺がレイチェルを好きだって話してもいいよね」

　――やっぱり怒ってる……！

　もしも逆の立場だったら、と考えてみれば当然だ。ヴィンセントはあれほど愛を示してくれたというのに、他所で勝手に縁談が進んでいるとなれば裏切りにも等しい。

　ヴィンセントには扉を背に両腕で囲われているので逃げ場がない。

「こんなことになってごめんなさい、ヴィンス。けれど縁談といってもその場限りの口から出まかせみたいなもので……具体的に話が進んでいるわけじゃないわ。だからあなたの気持ちはお父様には言わないほうがいい。……ヴィンスのお金まであてにするようになってはいけないから」

　なんとも情けない理由だと思いながらもありのままを話した。しかしヴィンセントの機嫌は直らない。

「マルコムだったらいいわけ？」

「そういうわけじゃないってば。お父様には私からきちんと言う。だから……ね？」

　ところが彼は口を噤んだままだ。

「私のこと、信用できない？」

「……できない」

　急にドレスの裾を捲り上げられた。ドロワーズのクロッチ部分を指で摩られる。

「あ、んっ……ヴィンス……！」

　珠玉が埋まっている箇所を的確に指で押されて焦る。

「俺とこういう関係だから馬の骨とは結婚できない、って……きちんと言える？」

　そんなことを父親に言えば結局、ヴィンセントの金まで食いつぶしかねないのでだめだ。

　レイチェルは言葉もなく首を横に振る。業を煮やしたのか、ヴィンセントは眉根を寄せてレイチェルの唇を塞ぐ。

　噛みつくような、すべてを貪り尽くすような荒々しいキスだった。背の編み上げ紐が、当然のごとく解かれていく。

　唇が離れれば、ヴィンセントはもどかしさを募らせたような表情をしていた。

　目を合わせていられなくなって視線を逸らすと、壁に造りつけられた鏡に自分たちの姿が映っていることに気がついた。ヴィンセントも同じことに気がついたらしく、鏡の前まで移動させられる。
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「ヴィンス……？」

　ふたりともが真正面から鏡に映り込んでいる。ヴィンセントは目を伏せたまま無言でレイチェルの衣服を下へずらす。シュミーズごとほんの少しだけ下へずれたドレスの上に乳房が載るような恰好になった。

「やっ……」

　両手で胸を隠そうとするも、案の定というか腕を掴まれ顔の横に掲げさせられた。剥きだしの胸を見下ろされている。

「み、見ないで」

　虫の鳴くような声で懇願する。走ったわけでもないのに胸が大きく上下する。

　――私……興奮しているのだわ……！

　そのことに愕然としながら唇を噛む。不埒な自分を心の中で叱咤するものの、下腹部がとくとくと快い脈を刻むのをどうすることもできなかった。

「きみはどうしてそう無自覚に周囲の男を誘惑するんだ？」

　ヴィンセントは苛立ちを含んだ声で吐き捨て、首筋に吸いつく。そうしてレイチェルの首に赤い痕を残したあと、正面の鏡を見つめた。

「ほら……よく見るんだ。自分がどんな顔をしているのか」

　鏡越しに視線を感じる。鏡を介していても、目が合うのはいたたまれない。鏡に映る卑猥な姿を直視できない。彼のほうを鏡越しにちらりと盗み見れば、ヴィンセントは欲情したような――眉根を寄せて薄く唇を開いた――顔をしていた。

「そして自覚してくれ。だれもがきみに目が眩むことを」

　ヴィンセントは露呈した乳房の先をつまんで捏ねる。薄桃色の切っ先はすぐに悦んで身を固く引きしめる。そういう状態になると、彼の指がわずかでも触れるだけで快感が迸る。

　――みんな私に目が眩むだなんて……そんなわけない。

　しかしなにも言えない。彼がそんなふうに思ってくれているのが嬉しいなんて、とてもではないが言えない。

　熱い唇が耳たぶを食み、雄々しい指が胸飾りを引っ張り上げる。理性など最初からなかったかのように体は快楽に従順だ。

　彼の舌も指も、首筋をくすぐる吐息すらも気持ちがよくて叫びだしたくなる。

「はぅっ……ん、あぁっ……」

　めくるめく快感に耐えかねて高い声が出てしまう。はしたないと思うのに止まらない。

「レイ、もっと……もっと聞かせて」

　低く甘い声がよけいに官能をくすぐる。意図せずとも「あっ、ぁっ」と嬌声が紡ぎだされる。

　ドロワーズの中に彼の右手が潜り込んでくる。ヴィンセントはなおも嬌声を引きだそうとしているらしい。

　彼の右手が脚の付け根を探るのを、阻むでもなく素直に受け入れる。そこを指で弄まさぐられればいったいどうなるのか、知ってしまったせいだ。

　蜜の溢れ口から花芽の上のあたりまでを一撫でされる。

「あぁっ……！」

　足先から頭のてっぺんまで、ぞくぞくとした心地よい戦慄きに襲われた。駆け巡る享楽に「はぁ、あぁっ」と喘いで身を捩る。

　するとどういうわけか急に抱え上げられた。そのままベッドへと運ばれる。

　ヴィンセントはレイチェルをそっとベッドに下ろすと、ドレスやドロワーズ、靴といった一切の衣服をすべて剥ぎとった。

　レイチェルの全身を隈なく眺めたあとで惚けたような顔で大きく息をついて馬乗りになる。

「ヴィンス……？」

　彼がなにをしようとしているのかまったくわからなかった。

　――そんなに身を屈めて、赤い舌を覗かせて、いったいなにを……。

「ひゃっ!?」

　ヴィンセントが胸の先端を舐め上げるものだから、驚いて全身がびくっと弾む。

「そんな、やっ……！」

　閨ではそんなふうに男性が女性を愛でることもあるのだと、知らないレイチェルにはただごとではない。

　うろたえるレイチェルをよそにヴィンセントは舌を動かし続ける。硬く尖った胸の先はざらついた舌に嬲られて慌てふためいている。

「あ、あっ……だめ……あぁうっ」

　レイチェルはその後も何度も「だめ」と口にしたが、ヴィンセントはまったく聞き入れずに舌で胸飾りを翻弄した。

　なにもされずとも尖った形になっていたもう片方の胸の蕾をつまみ上げられてまたびくりとする。

　彼の右手が秘め園へと下りていって、珠玉と蜜口を刺激しはじめる。

「ひあっ、ああぁっ……!!」

　果てを見るまではあっという間だった。息の仕方を忘れてしまったかのようにひどく呼吸が乱れている。

　達したばかりの敏感な花芽に、ヴィンセントが蜜を塗り込めていく。それから彼はおもむろに服を脱いだ。

　美しく逞しい裸体が露わになっていく。つい魅入ってしまったが、太ももを押し上げられたことで我に返った。

　――もしかしてこれって……。

　子を成す行為を、いまからするのだろうか。

　どっどっどっと胸が高鳴り、とたんに汗ばむ。もとより体はとても熱かった。

　レイチェルが緊張しているのを悟ったらしいヴィンセントが穏やかな声音で言う。

「身構えないで……擦るだけだから」

　――擦る？　なにとなにを？

　わけがわからないながらも、最後の一線は越えないのだと知り安堵する。ところがレイチェルはすぐに愕然とする。

　――なんてこと。

　安堵以外にも湧き起こった感情があった。レイチェルは必死にそれを無視しようと目を瞑る。しかしその思いが消えることはなかった。

　――残念だと思うなんて！

　どれだけ卑しいのだろう。本当は、すべてを奪われたいと思っているのだ。こんな考えは絶対に悟られないようにしなければならない。

　レイチェルは表情を隠すべく両手で顔を覆う。

「……俺のこと、見たくない？」

「ち、違うの……恥ずかしくて」

「そう……。けど、それじゃあきみの顔が見えない」

　片手で退かされ、見つめ合う。なにもかも見透かされているような気がして、耳まで熱が迸る。

　――あ……当たって、いるわ。

　秘めやかな箇所の中心に硬いなにかが当たっている。『擦る』のは自分の敏感なその場所と、ヴィンセントの雄の象徴なのだとわかってますます顔が火照る。

　硬く、熱く、とてつもなくぬるついている。腰を揺らさずにはいられない。

「……ッ、レイ」

　ヴィンセントはもどかしそうだった。横向きになると、脚と脚のあいだに雄物が割り入ってくる。

「あっ、ぁっ……ふぅ、うっ」

　胸を揉みしだかれ、自然と脚に力が入ってヴィンセントのそれを締め上げることになる。

　ベッドがぎしぎしと音を立てて揺れる。

「……だめ、もう……わた、し……あ、あぁっ……！」

　レイチェルは高い声を上げながら、あらゆる幸福を集めたような脈動に包まれた。










　鳥の囀りとクウマの鳴き声が聞こえた。

　――きっとお腹が空いているのだわ。早く支度をしなくちゃ……。

　そう思うのに身動きが取れない。なにかにがっちりと抱き込まれている。

　重い瞼を持ち上げると、碧い瞳の中にはひどく眉根を寄せた自分が映っていた。

「……っ!?」

　息が止まりそうになった。ヴィンセントはほほえんでいる。

「レイ、おはよう」

「お……おはよう」

　気恥ずかしくなって下を向けば、ふたりとも裸だということを自覚してますます胸が鳴る。

　――ヴィンスと結婚できたわけじゃないのに……。

　問題はなにひとつ解決していない。浮かれている場合ではないのに嬉しくて、羞恥心を掻き立てられる。

　ヴィンセントはレイチェルの髪を手でゆっくりと梳きながら問う。

「この際だからすべて教えてほしい。ほかに持ち上がっている縁談はないよね？」

「な、ないわ。ゴッドリッチ侯爵令息との話はなくなったし……」

　ヴィンセントはさして驚きもせず「そうか」と呟いた。

　ジリアンが王太子の話をしていたことを不意に思いだす。

「ねえ、ヴィンス？　あなたって騎士なのよね？」

　彼がわずかに目を見開く。

「……そうだよ」

　しかしすぐにまた目を伏せてレイチェルを抱き込む。

「俺はきみを……俺だけの姫を守る騎士ナイトだ。他の男になんて決して奪わせない」

　まるでそのことを誓うように、唇にキスを落とされた。

















第四章　暴かれた不正












　王宮に戻ったヴィンセントは私室には寄らず隣国の宰相と面会し、その後は昼食も取らずに公務をこなした。レイチェルのもとで一晩を過ごしたので食事をしている時間もない。

　だが充実していた。いつもそうしたいくらいだが、レイチェルの迷惑になるので自粛したほうがいいだろう。

　それよりもまずは目下の問題を解決する必要がある。

　――マルコム・ヤードリーの化けの皮を剥がさねば。

　彼については以前から悪い噂ばかり耳にしていた。いよいよ本腰を入れて調べを進めたほうがいい。

　そうでなければレイチェルにも害が及ぶ。

　いくら彼女が魅力的だからといって、色事にばかりうつつを抜かしている場合ではない。

　バカラはこのルクシア国にごく最近流入してきた。国としては特に規制を設けていなかったが、なにかおかしいと感じている。

　ヴィンセントは手始めに、社交の場に顔を出さなくなった貴族を侍従にリストアップさせた。

　茶会や舞踏会に出席しないということは、経済的な理由もしくは他人には訊かれたくないことがあるからだ。中には、そういう理由があっても平然と社交の場に顔を出す者もいるが、気位の高い貴族たちは引け目を抱えた状態では出てこないことのほうが多い。

　このところぱったりと顔を出さなくなった子爵のもとを単身、訪ねる。庭には雑草が生い茂っていた。庭師の姿はない。

　子爵邸のドアノッカーを鳴らす。だれも出てこない。何度もしつこく鳴らすとようやく夫人が顔を出した。

「まあっ……殿下！」

「急に訪ねてきてすまない。だが公式の訪問ではないから、どうか気にしないでほしい。子爵と話をしたい」

　夫人はうろたえながらも「どうぞ、お入りください」と言った。

　廊下には装飾品の類は一切なく、埃だらけだった。応接室にはソファとテーブル、それから簡素なスツールのみだ。一年ほど前にこの邸を訪ねたときはこうではなかった。廊下も応接室も、過剰なほど彫像や絵画で溢れかえっていた。

　――それにしたってレイの邸とは大違いだ。

　ジャイルズ侯爵家にだって使用人はいないが、庭や家の隅々までレイチェルが懸命に手入れしている。装飾品がなくとも、いつも清潔感があり過ごしやすい。それもこれもレイチェルの努力の賜物だ。彼女は本当に頑張り屋だとつくづく実感する。

「主人を呼んでまいります」と、夫人が部屋から出ていく。

　間もなくしてやってきた子爵は以前よりもかなり痩せてやつれていた。

　――そうか。ジャイルズ侯爵が以前と何ら変わりないのも、レイのおかげなんだ。

　レイチェルがジャイルズ邸を去ればあそこも、あっという間にこのような状態になってしまうに違いない。

　――レイが頑なに結婚しないのも頷けるが……。

　父親のために彼女が犠牲になる必要はない。もっとも、本人は『犠牲』などとは思っていないだろうが。

「殿下、お越しいただき光栄です」

　子爵は深々と頭を下げた。それに続く言葉はない。

「急な訪問ですまなかった。夫人にも先ほど伝えたが、どうか気にしないでほしい」

　子爵はこけた頬でこくりと頷き、向かいのスツールに座った。

「ジャイルズ侯爵領の端にあるバカラゲーム場のことは知っているか？」

　とたんに子爵は顔色を変えて目を泳がせた。

「は、はい……存じております。つい最近まで通っておりました」

「ではいまは行っていない？」

「お恥ずかしながら、先立つものがございませんので……」

　子爵が肩を竦める。ヴィンセントは淡々と質問する。

「バカラゲーム場の経営主であるヤードリーと会ったことは？」

「ございます。先日もこの邸に……」

「それは借金の督促で？」

　不躾な問いかけだと思いながらも尋ねると子爵は覇気のない声で「さようでございます」と答えた。

「ヤードリーとのやりとりをできるだけ詳しく教えてほしい」

「はい。ヤードリーは初めは快く金を貸してくれたのですが、急に渋るようになりました。そしてこのような提案をされたのです。子爵位を譲るのであれば借金は帳消しにしてもよい、と」

「子爵位を譲るのであれば、か……」

　爵位を持つほとんどの貴族たちが世襲――親から爵位を受け継ぐ――のため知らないことが多いが、借金を理由に血縁以外の者に爵位を譲渡することはルクシア国の法に触れる。

「ところでバカラゲームではずっと負け続けだったのか？」

「いいえ。通いはじめた頃は勝つことが多かったように思います。賭け金が倍になることもざらで」

　この国にはいままでそういう娯楽がなかったものだから、病みつきになったのだろう。

「負けが増えたのは最近か？」

「そうですね……。勝ったり負けたりを繰り返していましたが……いま思えば、勝ったとしても少額で、借金は膨らんでいくいっぽうでした」

　その後もヴィンセントはいくつか子爵に質問をしてソファを立った。

「では失礼する。話しづらいことをずけずけと訊いてすまなかった。それから爵位についてだが、そういった理由での譲渡は法に触れることをゆめゆめ忘れぬように」

　子爵はますます顔色を悪くして「肝に銘じます」と口早に言ってスツールから立ち、深く首を垂れた。

　ヴィンセントはその足で別の貴族のもとへ向かった。いずれも、最近会っていない貴族ばかりだ。どの邸にも自ら赴いたのは門前払いされないためと、根掘り葉掘り聞くには王太子という立場が役に立つからだ。王家への抗命罪を恐れて皆が素直に口を開いてくれる。それもどうなのだろうと思うが、情報収集には便利だ。

　王宮へ戻る頃にはすっかり陽が暮れていた。外出中に溜まった書類仕事に取りかかる。

　羽根ペンをスタンドへ戻すのと同時に柱時計がボーン……と鳴り、日付が変わった。

　ヴィンセントは執務椅子から立つと、窓を開けて部屋の空気を入れ替えた。

　バカラはギャンブルだ。依存性があるのはわかる。だがそこへ通う貴族が皆一様に財を失いかけているというのは妙だ。

　――マルコムはどうやら爵位を欲している。

　没落寸前の貴族たちは口を揃えて「爵位を譲るのなら借金を帳消しに」とマルコムに提案されていた。

　貴族を没落に追い込み、爵位を乗っ取ろうとしているのは明白だ。

　――レイに求婚したのも、それが理由かもしれない。

　マルコムは貴族ではない。ジャイルズ侯爵家に婿入りすれば爵位を手に入れられる。

　翌日、ヴィンセントは侍従に命じて街でも調べを進めた。

　バカラゲーム場で大損をしているのは貴族に限ったことで、爵位を持たないいわゆる『ブルジョア』と呼ばれる実業家たちの中には大きな借金を抱える者はいなかったと侍従から報告を受けた。

　――才覚の違いはあるにしても、そこまで差が出るものだろうか。

　マルコムはおそらく意図的に貴族に損をさせている。ギャンブルとはいえ平等性を欠くのならば摘発しなければならない。

　――もう何日もレイに会っていない。

　人に言わせればたった数日かもしれない。

　――だが俺には、もう何年も顔を合わせていないように思える。

　彼女が恋しくてたまらないが、会いに行く時間が取れない。通常の公務に加えてバカラゲーム場のことを調査しているせいか毎日が慌ただしく過ぎていく。

　――それでもいまは、俺にできることを精いっぱいやるしかない。

　そうでなければレイチェルとの未来はない。何事にも一所懸命な彼女を見習って、やり遂げてみせる。










　曇天が続いていた。

　――今日も洗濯物の乾きは悪そうね……。

　ついため息が出てしまったが、すぐにぶんぶんと首を横に振った。気持ちまで落ち込んでいては家事に身が入らない。

　レイチェルは「よしっ」と言いながら自分の頬を叩いて朝食作りを始めた。

　テラスでクウマと一緒に食事をとっていると、クレアとハロルドがやってきた。

「おはようございます、お嬢様。美味しそうですね」

「おはよう！　クレアたちも食べる？」

　それにはハロルドが答える。

「やった、いただきます！」

「こら、ハロルド。少しは遠慮しなさい」

「いいのよ、クレア。少し待ってて、鍋ごと持ってくるわ」

「でしたら私が」とクレアが身を乗りだす。

「じゃあ一緒に行きましょう。ハロルドはクウマを見ていてくれる？」

「はーい！」

　クレアとともにキッチンへ向かって歩く。

「お嬢様。バカラゲーム場の経営主にプロポーズされたと侯爵様からお聞きしたのですが……」

「えっ？」

　フィリップは動物たちのブラッシングの傍らクレアに話したのだろう。父親は口が軽い。

　クレアはいつになく不安げだった。

「まさかとは思いますが、ヴィンセント様のことは諦めてその方と結婚するおつもりではないですよね？」

「まっ、まさか！」

　レイチェルは立ち止まって、胸の前に両手をかざす。

「……というか、クレア？　私……ヴィンスのことが好きだって話したかしら……」

「直接はないですが……そうなのですよね？」

「え、ええ……」

　――なんだかすごく恥ずかしい。

「お嬢様はお嬢様のお気持ちを最優先になさるべきです。間違っても、侯爵様のために無謀なことをなさいませんよう。その……私にはなにもできませんが、でもお嬢様だけが辛い思いをされるのは嫌なのです」

「ありがとう、クレア。心配してくれているのね」

「……はい。僭越ながら、姉のようなつもりでいます」

「お姉様って呼ぼうかしら？」

「や、やめてください」

　クレアは照れた様子で頬を掻いた。

　皆で朝食をとったあと、クレアに「今日はハロルドだけで放牧に行きます。朝食のお礼に、片づけや家の掃除は私に任せていただけませんか？」と提案された。レイチェルはきょとんとして目を瞬かせる。

「なあに、突然どうしたの？」

「お嬢様はいつも休みなく働いていらっしゃいます。その……少しはゆっくりする日があってもよいと思って」

「でもクレアだって、毎日休みなしでしょ？」

　それに母親の邸へ呼ばれるときはそう大して働いていない。

「私はいいのです」

　クレアはきっぱりと言って「ですからどうか」と促してくる。

「わかったわ。今日はそうさせてもらう」

　するとクレアは満面の笑みになった。

　――よしっ、この機会にバカラのルールについて勉強しよう。

　せっかくクレアが時間を作ってくれたのだ。無駄にはしたくない。先日バカラゲーム場へ行ったとき、ルールもわからないせいで父親を監督できなかった。

　――私までバカラにはまったりしないわよね……。

　蛙の子は蛙だ。フィリップのようにギャンブル漬けになったらどうしよう……と不安になる。

　――ううん、そうはならないわ！

　まずはそういう確固たる意志を持つことが大事だ。そうでなければずっと、ヴィンセントとは一緒になれない。

　――ヴィンス……は、どうしているのかしら。

　ここ一週間ほど彼の姿を見ていない。以前は三日に一回ほどは訪ねてきてくれていた。もしかしたらクレアは、それで気を遣ってくれたのかもしれない。

　――この時間を使ってヴィンスに会いにいってほしいとクレアは思っているのかも。けれど……ヴィンスがどこに住んでいるのか知らない。

　会いにいきたくても、居所はおろか手紙の宛先もわからないのだ。王宮で働いているのは間違いないが、騎士団の所属部署も、彼のファミリーネームも不明だ。『騎士のヴィンセント』という宛名だけでは彼のもとへ手紙が届くのかどうか怪しいものだ。

　ヴィンセントに会えなくて寂しい。だがそれで下を向いていてはなにも解決しない。

　――とにかくいまは、私にできることを精いっぱいするべきだわ。

　そうでなければ前へ進めない。クレアも応援してくれている。そしてヴィンセントは、いつも充分すぎるほど愛を示してくれる。その気持ちに早く応えたい。

　父親は今日はきちんと商談に出かけている。商談相手の馬車に乗っていったので確かだ。

　勝手に入るのはいけないと思いながらも父親の書斎へ行った。

　――バカラゲーム場へ通いはじめた頃のお父様は書物でルールを学んでいるようだったわ。

　本棚に『初心者のためのバカラゲーム』という背表紙を見つけて手に取り、ソファに座って膝上で本を開く。

　バカラは胴元役と呼ばれるバンカーと、客役と呼ばれるプレイヤーによる仮想の勝負に対して勝敗を予想して楽しむゲームだそうだ。

　――バンカーとプレイヤーは実在しないのね。

　実際にゲームを進行するのは『ディーラー』である。ディーラーがカードを切り、客はバンカーあるいはプレイヤーのどちらが勝つのか予想して賭けるということになる。

　レイチェルは「ふむふむ」と頷きながら本を読み進めた。

「おや、レイチェル。なにをしているんだ」

「……っ!?」

　父親が部屋に入ってきたことにまったく気がつかなかった。レイチェルは慌てて本を閉じ、後ろ手に持って隠す。

「お帰りなさいませっ、お父様」

　口早に言ってほほえむ。フィリップは「んん？」と声を上げながら怪訝な顔でレイチェルの後ろに回り込んだ。

「バカラの本を読んでいたのか。そうだな、マルコムの妻となるのならルールくらい知っておかなければ」

　とたんに頭に血が上る。

「なにをおっしゃっているのですか!?　私はマルコムさんの妻にはなりたくありません。だって……っ」

　口を大きく開けたまま言葉を切る。

　――いけない、本音を言ってしまうところだった。

「と、とにかく……バカラについて学んでいたのは、マルコムさんのためではありません。私はお父様にバカラゲーム場へ行くのをやめてほしいのです」

「なぜだい。マルコムはとてもいい青年だよ。気さくだがよく礼儀をわきまえているし、金だって無利子で貸してくれる」

　――そうなのよね……。

　だが金を貸す側にとって、無利子というのには何のメリットもない。

　――お父様をバカラゲーム場へ通わせたいから？

　それにしたって、借金は膨れ上がっていくばかりだ。

　――マルコムさんの手の中で踊らされているように見えてしまうのは私だけ？

　フィリップはまったく彼を疑っていない。もとより父親はそういう性質だ。人を疑うことを知らない。

「まぁともかく、きみはマルコムのことをもっとよく知るべきだよ。さっそくいまから行こう」

「行きません」

「では仕方がない……私だけで行くとしよう」

「お待ちください！」

「一緒に来てくれるね？」

　結局、父親の思うつぼだ。

　――マルコムさんとはもう会いたくないけれど……。

　父親をひとりで行かせるわけにはいかない。大損するのも心配だが、勝手に縁談をまとめられてはたまったものではない。

　貴族の令嬢は親の決めた結婚に従順でなければならないが、我が家に限っては例外だとレイチェルは思っている。父親に任せればろくでもないことになるのは明白だし、なによりヴィンセントへの想いを貫きたい。

　レイチェルは一張羅のドレスを着てフィリップとともに邸を出た。

　徒歩でバカラゲーム場に着く。中へ入ると、マルコムは灰色のジレを着た男性となにか話をしていた。

　マルコムは目が合うなりすぐにやってきて、フィリップに椅子に座るよう促すのものだからレイチェルは「お父様！」と声を荒らげて咎めた。

「大丈夫だから」

　ところがフィリップはやる気満々といった様子で椅子に腰を下ろしてしまう。

「レイチェル様はどうか僕とご歓談ください。どうぞ、奥の部屋で」

「いいえ、ここにおります。お父様が心配なので」

「……そうですか」

　父親のそばで見守る。マルコムは立ち去りそうにない。

「前回もそのドレスをお召しになっていましたよね。よほど気に入ってらっしゃるのですか？」

「ええ、とても気に入っております」

「貴族のご令嬢というのは同じドレスには袖をお通しにならないものだと思っていましたよ」

　――なにが言いたいのかしら。

「袖を通すのが一度だけだなんて、ドレスを仕立ててくださった方に申し訳ないと私は思います」

　ドレスを縫い上げてくれた仕立て職人と、買い与えてくれた父親にはとても感謝している。

　一生に一度しか着ることが許されない純白のドレスを除いて、機会があれば何度だって袖を通したい。それは家計が苦しくなる前からそうだった。ゆえに、そう多くのドレスは持っていない。

「僕はあなたにドレスを贈りたい」

　唐突にそんなことを言われて困惑する。

「せっかくですが……」とやんわり断る。

　すると、それまでにこにことしていたマルコムの表情が一変した。

「……平民からの施しは受けぬとおっしゃるのですか」

　急に声音が冷たくなった。背筋が凍てつく。

「そういうことではありません。マルコムさんにはただでさえ無利子でお金を借りているのに、これ以上ご迷惑をおかけするわけにはいかないと思っています」

　毅然と言うと、マルコムは口の端を上げて「そうでしたか」と返した。

「レイチェル様は謙虚でいらっしゃる。ますます惚れ込んでしまいます」

　抑揚のない声で言いながらマルコムが近づいてくる。

　マルコムは金髪に碧い瞳の青年だ。髪と目の色がヴィンセントと似ている。年齢も近いものと思われる。

　――いやだ……これ以上、近づかないでほしい……！

　彼はほほえんでいるが、目が笑っていない。蔑むような眼差しを向けられているような気がする。レイチェルはそれが恐ろしくて、どんどん後ずさる。

「どうなさいました？」

　背に壁が当たった。ホールは人でごった返していて彼とふたりきりではないのに、周りの声が聞こえなくなる。

「勝たせてあげましょう」

　その言葉だけが頭の中でこだまする。

「それ、は……どういう意味ですか？」

「そのままの意味ですよ。僕には幸運の女神がついているのです」

　マルコムはフィリップになにか耳打ちした。フィリップは戸惑いながらも、賭けるほうをバンカーからプレイヤーへとベットしなおす。

　ディーラーは灰色のジレを着た男性――ここを訪れたときマルコムが話をしていた――だった。

　ディーラーがトランプをシャッフルするのを見つめる。

　ゲームは淡々と進む。

「……やった、大勝利だ！」

　そう叫んだのはフィリップだ。バンカーに賭けていた人々が項垂れる。父親の一人勝ちだった。

　――いったいどういうこと？

　レイチェルは傍らにいたマルコムを睨み上げる。

「マルコムさん、説明してください」

「なにをです？」

「お父様はなぜ勝ったのですか」

「僕はただ侯爵に『本当にそれでよろしいのですか？』と言っただけです」

「でもあなたは……どちらが勝つのかご存知だったのでしょう!?」

「いいえ、知りませんでしたよ。なぜそんなことをおっしゃるのか私には理解できません。なにか証拠でも？」

　レイチェルは言葉に詰まる。

　――でも絶対にそうよ！　お金を無利子で貸していたのも、バカラでイカサマをしていたからだわ。ディーラーとぐるになってゲームの勝敗を意図的に操っているのだとしたら、納得できるもの。

　だが確かに何の証拠もないし、この一回だけでは「たまたま」だと言われても仕方がない。

　レイチェルは唇を噛んで俯く。両肩がわなわなと震えてくる。そこはかとない悔しさと憤りが込み上げてきて目頭が熱くなった。少しも自分の思いどおりに事が運ばないせいで泣きだしそうになる。

「証言ならある」

　突如として響いた、聞き覚えのある声。

　顔を上げるのと同時に、震える肩をしっかりと抱き寄せられた。

　フリンジのついたジュストコールに純白のクラヴァットを締めたヴィンセントは王子様のようだった。

　――ううん。王子様のよう……なんかじゃないわ。

　正真正銘の王太子に違いない。襟元に王家の紋章が刻まれている。身に纏う衣服にその紋章を刺繍できるのは国王かあるいは王太子のみと決まっている。

「マルコム・ヤードリー。きみが先ほどレイチェルに『勝たせてあげましょう』と言ったことはこの者たち皆が聞いている」

　ヴィンセントが手をかざすと、その場にいた紳士や淑女たちが大きく頷いた。

「さあ、何のことだか……わかりかねます」

　マルコムが丁寧な物言いをしているのは、ヴィンセントの襟元を見て彼が王太子だと気づいているからだろう。

「それだけではない。このバカラゲーム場へ通ったせいで没落寸前となっている貴族たちが多数いる。きみはその者たちに『爵位を譲れば借金を帳消しにする』と持ちかけたそうじゃないか。これがその証言だ」

　侍従のひとりがマルコムに向かって書状を掲げる。書状にはびっしりと署名が綴られていた。

「不当な爵位の譲渡は我がルクシア国の法に抵触する。それを複数人に提案したきみもだ」

　マルコムは絶句している。知らなかったらしい。

　――私も、知らなかったわ。そんな法律があったなんて……。

「いっぽうで市井の実業家やきみと懇意の者たちは多くの財を成している。これをどう説明する？　違法性がまったくないと言い切れるか？」

「それは……ですから、たまたま」

　ヴィンセントは碧い瞳を細くして淡々と言い放つ。

「バカラゲーム場については爵位の不当譲渡と併せて法に基づき王宮で詳しく取り調べさせてもらう。いずれ証拠もごまんと出てくるだろう。さあ、王宮まで同行を」

「い、いやだっ……僕はなにも悪いことはしていない」

「もう一度言う。王宮で取り調べを受けるように。これはルクシア国王から下された命令だ」

「なにが命令だ、行くものか！」

　するとホールの大扉が開き、甲冑を着た騎士たちがぞろぞろと入ってきて瞬く間にマルコムを取り押さえた。

　正当な理由に基づく王命に背くことが抗命罪になることをマルコムは知らないのか、あるいは動揺して失念しているのだろう。

「レイチェル！」

　急に名を呼ばれ、びくりとする。呼びかけてきたのはマルコムだ。騎士たちに連行されながら叫ぶ。

「あと少しなんだ……きみと結婚すれば僕はやっと貴族になれるんだ！」

　その後もマルコムは何度も「レイチェル、レイチェル！」とわめいていた。

　レイチェルは固まるばかりでなにも発言できず、ただただ身の毛がよだつ。

「……大丈夫だ、レイ」

　ヴィンセントの胸に抱かれると、ざわついた心が凪いでいく。レイチェルは瞳を閉じて、その温もりに身を委ねた。

















第五章　私だけの騎士












　レイチェルは王宮へと向かう馬車に乗っていた。正面の座席にはヴィンセント、隣にはフィリップが座っている。

「取り調べ……というほどのものではないのですが、王宮の然るべき者たちの前で話を聞かせていただけますか、侯爵」

「は、はい！　もちろんです」

　ヴィンセントが王太子だと知って父親はすっかり委縮している。

「どうかそう硬くならないでください」

「いえ、そんな……！　いままでなにも知らずに失礼なことばかり……申し訳ございません。殿下のほうこそ、そのような丁寧な言葉遣いなど不要ですのに」

「いいえ。あなたはレイの大切なお父上ですから」

　ヴィンセントがほほえむ。胸がきゅっと締めつけられる。

　――もしかしたら、と思うことはあった。

　ヴィンセントは王太子なのではないかと疑ったこともあった。いや、いまそれほど驚いていないのは、心のどこかでそうだと確信していたからかもしれない。

　ゴッドリッチ侯爵から持ちかけられた縁談を白紙にしてくれたのもきっと、ヴィンセントなのだ。

　馬車内ではしばらく会話がなかった。馬の蹄や車輪が回る外の音だけが響く。

　レイチェルとフィリップが口を噤んでいるからか、ヴィンセントが話しだす。

「マルコムは詐欺罪に問われることになる。ジャイルズ侯爵が負った借金は帳消しになるはずだ」

「そうですか！」

　そうして喜んだのはフィリップだけだ。レイチェルには心配事があった。

「あの、父も詐欺を幇助したことには……」

　マルコムが摘発されたとき、彼に「勝たせてあげましょう」と言われ父はゲームに勝利した。その後すぐヴィンセントたちが来たので勝利金は受け取っていないが、マルコムとの共謀罪に問われないだろうかと心配だった。

「そんなことにはならないよ。ジャイルズ侯爵はなにも知らなかったのだから。知っていたら、あんなに借金を作らないよね」

「殿下のおっしゃるとおりです」とフィリップは肩を竦める。

「今後、バカラゲーム場を建設する際は国の管理下に置くよう議会で話し合いを進めているところだ」

　レイチェルは口元を緩ませて言う。

「ありがとうございます、殿下」

「レイまで、そんな言い方……」

　ところがヴィンセントは言葉を継がず、フィリップのほうをちらりと見て目を伏せた。










　王宮に到着すると、フィリップとは別の部屋に案内された。

「侯爵の用が終わるまでこの部屋で待つといい」

「わかりました」

　部屋の中を見まわす。ヴィンセントは着ていたジュストコールを脱いでポールハンガーに掛けている。

　――でもここって、ヴィンスの……執務室よね？　私が立ち入ってもいいのかしら。

　戸惑ってしまい、ぎこちなくなる。レイチェルが立ったままでいると、ヴィンセントに「座って？」と優しい声音で促された。

「はい」

　かくかくと動いてソファに腰かける。ヴィンセントはごく近い位置に座り、顔を覗き込んでくる。

「レイ？　せめてふたりきりのときはいままでどおりにしてほしい」

　寂しそうな顔だった。

「……って、その前に謝らなきゃいけないね。ごめん。騎士だなんて嘘をついて」

　彼が俯く。壁掛けランプの明かりに照らされて、長いまつ毛が目元に影を落とす。

「もしかして怒ってる？」

　レイチェルはふるふると首を横に振る。

「いいえ、怒るなんて……。なにか理由があって、伏せていらっしゃったのですよね？」

　するとヴィンセントはこくりと頷いた。

「だったらやっぱり、怒るなんてありえないです。むしろ嬉しい、です。だって……」

　この気持ちを口に出すのは少しためらわれた。奢った考えかもしれないと思ったからだ。

　――でも、伝えたい。

「ヴィンスは私だけの騎士っていうことでしょ？」

　思えばいつも守られていた。彼の存在にどれだけ救われたことだろう。

　――だから……ヴィンスは私だけの騎士。ほかのだれにも奪われたくない。

　ヴィンセントが王太子だと知って委縮していた心身がようやく解れたようだった。自然と笑みが零れる。

　いっぽうヴィンセントは眉根を寄せて、切なげな表情を浮かべていた。

「……そうだよ」

　吐息交じりの低い声がすぐそばで耳を打つ。両頬を覆う手のひらはやはり熱い。

「レイは俺だけの姫だ」

　一瞬の、触れるだけのキスだというのに全身が喜びに打ち震える。

「きみに会えないあいだずっと……恋しくて、枕を濡らした」

　その言葉は真実なのか、あるいは冗談なのかわからないが、ヴィンセントの顔は真剣そのものだった。

「私も……そう」

　少しの期間でも会えないというだけで心が潰れそうだった。

　――もう、少しだって離れたくない。

　そんなわがままを言ってしまいそうになる。レイチェルはおずおずと彼の背に腕をまわした。彼と同じ気持ちか、それ以上に恋しいのだと伝えたかった。

「レイ」

　耳たぶに触れられながらそうして名前を囁かれると、甘く焦がれたような感情ですべてが埋め尽くされる。ヴィンセントのこと以外はなにも考えられなくなる。

　頬と唇を辿る指先はとてつもなく優しい。唇を寄せられたので目を瞑った。

　唇を何度も食まれる。戸惑いながらも食み返すと、ここぞとばかりに熱砂の舌が割り入ってきた。

「んっ……！」

　突然のことに驚いて呻き声を上げて身を捩るものの、腰元をしっかりと掴まれているので後ろには引けない。

　熱を持った肉厚な舌は歯列をなぞり、まるで口腔の形を探るようにねっとりと上顎や下顎を蹂躙する。より深いところまで貪欲に探られている。

「ふっ……う、んぅ」

　レイチェルが小さく身を震わせると、ヴィンセントはさらにきつく体を抱きすくめた。

　舌と舌を絡め合わせているあいだに力が抜けて後ろへ倒れ込む。ソファの座面にごろんと寝転がる。

　ヴィンセントはすかさずレイチェルに覆いかぶさる。こちらへ向かって垂れ落ちてきた金の髪は一本一本が繊細で、髪の先に至るまで艶と光を纏っていた。

　頬を撫でられ、ふたたび唇を塞がれそうになる。

　そこへコンコンッ、とノック音が響いた。びくっと全身を跳ねさせるレイチェルをよそにヴィンセントはさして驚きもせずに「はぁ」と息をつく。

「殿下、少しよろしいでしょうか」

　扉の向こうから声がした。

「……ああ。入れ」

　――ええっ!?

　押し倒されたままだというのにヴィンセントが入室を促すものだから、レイチェルは困惑しながらも起き上がろうとする。

　部屋に入ってきた侍従はレイチェルを見て足を止めた。窺うような視線をヴィンセントに向けながら「捕らえたマルコム・ヤードリーの件で関係各所から問い合わせが来ておりまして……」と用件を話しはじめる。

　ヴィンセントはレイチェルが起き上がるのを手伝いながら「わかった。いまから行く」とだけ答えた。

「すぐ戻ると思うからここで待っていて」

　そうして頬にキスされる。侍従はいまだに部屋にいる。

　レイチェルは耳まで赤くして小さく頷いた。










　バカラゲーム場の営業が停止してからというもの、父親は仕事に身が入っていなかったが、ジリアンが手配した医者の診察を受けることでしだいに変わっていった。

　急にバカラゲーム場がなくなったことで「心に穴が開いたようだ」「新しくバカラゲーム場ができないだろうか」と漏らしていたが、医者の診察と生活指導が功を奏しているらしく、ごく最近はぱったりとバカラゲーム場の話をしなくなった。仕事にも真剣に取り組んでいるような気がする。

　そのいっぽうで、ジリアンはまだジャイルズ侯爵邸には戻ってきておらず、相変わらず実家にいた。

「レイチェル、ジリアンからなにか聞いていないか？」

　庭でクウマと戯れているところに父親がやってきた。

「いいえ、なにも」

「そうか……」

　フィリップは肩を落として邸へと戻っていく。

　――お父様ったら、早くお母様に「帰ってきて」と言えばいいのに。

　きっと互いに意地を張っているのだ。仕方がない、ここは娘が一肌脱ぐところだ。

　レイチェルはクウマの散歩がてらブランドン男爵家へ歩いていくことにした。

　御者がいないので馬車は出せない。ブランドン男爵家へは徒歩で二十分ほどだ。帰りは母親と一緒に男爵家の馬車に乗せてもらえばよい。

　ジャイルズ侯爵家の借金はヴィンセントの言うとおり帳消しになった。使用人――いつか戻ってきたいと言ってくれた数名――は雇い戻すことができた。

「……ん？」

　ジャイルズ侯爵家を出た直後、だれかに見られているような気がした。レイチェルはあたりを見まわすも、人影はない。

　――気のせいね。

　天を仰いで空模様を確認する。雲は多いが雨は降りそうにない。散歩日和だ。

　少し歩くと、どういうわけかクウマが「グルルル……」と急に警戒しはじめた。

「クウマ？　どうしたの？」

　クウマの視線の先にはマルコムがいた。腰の後ろに手を当てて薄ら笑いを浮かべている。

「どうしてここに……」

「冤罪だったのです。先ほど釈放されました。さあ、僕の妻に」

　マルコムが近づいてくる。クウマは激しく鳴いた。

「冤罪だとしても、あなたの妻にはなりません」

　なにがあってもマルコムの妻にはならない。たとえまた借金を抱えたとしてもだ。

「……そうですか」

　マルコムは表情を変えないままレイチェルのもとへ詰め寄る。

　――逃げなくちゃ。

　本能がそう訴えかけていた。先ほど邸を出たときに感じた視線は彼だったのではないか。邸を出てまだ間もないが、跡をつけられていたのではないかと思った。

「ではあなたを殺して僕も死にます」

「……っ!!」

　マルコムは後ろ手にナイフを持っていた。雲間から顔を出した太陽の光を反射するほど鋭利な刃物を見てレイチェルは一目散に逃げだす。

　――やっぱり！

　彼は釈放されたのではない。本当に冤罪だったのならばそこまで自棄やけになるはずがない。マルコムは脱獄してきたのだ。

「クウマも来て！」

　主人を守ろうと愛犬はいまにもマルコムに食いかかりそうだったが、ナイフを持った男性が相手ではきっとただでは済まない。怪我をするかもしれない。ここは一緒に逃げるほうがいいに決まっている。

　ジャイルズ邸へ戻る一本道はマルコムに塞がれているので、ブランドン男爵家を目指してひた走る。

　――体力には自信があるけれど……走りきれるかしら？

　かといって立ち止まればあっという間に捕まって血まみれになってしまう。

　――こんなところで死ねないわ！

　レイチェルは自身を奮い立たせて懸命に足を動かす。クウマはしきりに「わう、わうっ！」と吠えながらレイチェルと並走していた。ちらりと後ろを見れば、マルコムはまだ追ってきていた。どんどん距離を詰められている。

　――もっと速く走らなきゃ追いつかれる！

　ずっと走り続けているせいか背中が痛くなってきた。意に反して足の動きが鈍くなり、満足に走れなくなる。呼吸は荒く、いっこうに整わない。「もう無理だ」と叫んでいるようだった。

「……やっと、立ち止まったね」

　もともと早鐘を打っていた心臓がどくんっと不穏に脈打つ。

　あと数歩という位置にマルコムが立っていた。彼もまた息が切れているが、足取りはしっかりとしている。

　レイチェルはよろよろと後ずさる。走りたいのに、足が棒のようになってしまっていて思うように動かせない。

　クウマはなおも吠え、マルコムを警戒する。いまにも飛びかかりそうだった。

「クウマ、だめ……っ」

「おや……犬の心配をしている場合ではないですよ」

　マルコムは「ふふっ」と高い声で笑い、ナイフを向けてくる。

「もう一度チャンスをあげます。僕の妻になるというのであれば殺しはしない。いますぐここで可愛がってあげますよ」

　レイチェルはぞっとしながら、瞳に涙を溜めて首を横に振る。

　大声で「だれか助けて！」と叫びたいのに、声が出ない。クウマはなおも激しく吠え猛る。

「わかりました。よほど死にたいのですね」

　陽光が遮られたのが雲のせいなのか、あるいはマルコムが腕を振り上げたからなのかわからなかった。

　瞬きをひとつするあいだに目の前に白馬が現れた。そうかと思うと、金属がぶつかりあうけたたましい音がした。

「うっ……！」

　呻き声を上げてマルコムが地面に倒れ込む。

　腰から提げた鞘にサーベルを戻しながらヴィンセントが駆け寄ってくる。

「レイ！」

　彼の腕に包まれるととたんに両足に力が入らなくなり、しなだれかかるようにヴィンセントに身を預けた。










　ヴィンセントはクウマの鳴き声を頼りにレイチェルの居場所を突きとめて駆けつけた。彼が引き連れてきた騎士たちによりマルコムは捕縛された。そのあと、レイチェルはヴィンセントの白馬に乗りジャイルズ侯爵邸へ戻った。

　レイチェルは私室でヴィンセントを待つ。彼はいま父親に状況を説明しに行っている。

　間もなくしてヴィンセントがやってきた。

「レイ、怖い思いをさせてすまなかった。ヤードリーは郊外の監獄へ移されるところだったんだが、騎士が少し目を離した隙に逃走を許してしまった。ヤードリーは逃げだす機会を窺っていたのか、ずっと大人しくしていたらしく周囲は油断していた」

　ヴィンセントはあらためて「俺の落ち度だ」と言葉を継いで低頭した。

「そんな、ヴィンスのせいじゃないわ」

「いや……もう二度とこんな事態に陥らないようにする。ヤードリーは今回のことで厳罰に処せられる。一生を終えるまで監獄から出ることはないだろう」

「そう……」とだけ答えて俯く。

「……レイチェル」

　開けっ放しだった私室の扉から両親が顔を出す。

「お父様、それにお母様まで……！」

「ヴィンセント殿下が報せてくださったの」

　フィリップもジリアンも瞳に涙を浮かべていた。ふたりから同時に抱きしめられる。

「もうなににも惑わされない。これからはしっかりとおまえたちを守る」

　父親が涙声で言った。

「いままであなたに頼りすぎていた。ごめんなさい、レイチェル。もう逃げないわ。私だってあなたを守りたいもの」

　父と母の言葉にレイチェルは何度も頷きながら、両親を抱きしめ返した。










　その招待状はドレスと一緒に何の前触れもなく届いた。

『一週間後、王宮で行われる舞踏会に来てほしい』

　純白の箱に収められたドレスを見る。細やかな飾りが連なったものだ。値が張るのは間違いない。

　――どうしましょう。でも突き返すのは……失礼よね。

　こういうときは母親に相談してみよう。

　レイチェルがマルコムに襲われて以来、ジリアンはジャイルズ侯爵邸に帰ってきた。そうして帳簿の管理に勤しんでいる。

「お母様、少しいいかしら」

　ジリアンはフィリップの書斎にいた。父親はというと、いまは商談に出かけている。

「あら、なあに」

「王太子殿下から、王宮の舞踏会に招待されたの。招待状と一緒にこのドレスまで届いて……」

「まあ！　じゃあさっそくダンスのレッスンをしないと。あなた、このところまったく踊っていないでしょう」

「それはそうなのだけれど、こんな高そうなドレスだもの。身に着けるのはなんだかもったいない気がして」

「あぁ……」

　ジリアンは悲痛な面持ちになる。

「ごめんなさいね、レイチェル。あなたには本当に苦労をさせすぎた。高級品を身に着けるのをためらう気持ちは……わからなくはないけれど、ヴィンセント殿下はあなたがそのドレスを着て王宮の舞踏会に来ることを強く望んでいらっしゃると思うわ。だからあなたがするべきことは、自分自身に磨きをかけること。一分いちぶの隙もないダンスを殿下と踊るのよ！」

　それからはジリアンにダンスの手ほどきを受けた。母親自身、社交界からは長く離れていたというのに正確にステップを記憶していたのには驚いた。

　一週間みっちりとダンスレッスンに励んで王宮の舞踏会に臨む。

　――王宮の舞踏会は、デビューのとき以来だわ。

　両親も招待を受けたので、一家で王宮へ向かった。レイチェルは三年ぶりだ。ヴィンセントから贈られたドレスを着て、王宮のダンスホールへと足を踏み入れる。

　三年ぶりに見てもやはり、天井から吊り下がるシャンデリアは巨大だった。広いホールだというのに貴族たちでひしめき合っている。

　ヴィンセントはたくさんの貴族に囲まれて談笑していた。

　こういう社交の場で彼に会うのは初めてだ。人の壁が厚く、近づけない。すっかり怖じ気づいてしまい、レイチェルは遠巻きに眺めるばかりだった。

「レイチェル、そんなところでなにをしている。殿下にご挨拶だ」

　フィリップが力強く言い、ジリアンはおもむろに頷く。

　三人で人の壁を掻きわけてヴィンセントのもとへ行った。彼の目の前へと歩み出る。

　とたんにヴィンセントは破顔し、レイチェルをじっと見つめたあとで父親に向き合った。

「ようこそ、ジャイルズ侯爵」

　ヴィンセントが父親と握手をすると、どういうわけか周りにいた貴族たちが「わぁ」と歓声を上げた。

　ホールにいた貴族たちは喜々として――まるで英雄を称えるような雰囲気で――ヴィンセントとフィリップを遠巻きに眺めていた。レイチェルにはその理由がわからなかった。

　ヴィンセントはレイチェルのすぐそばまで行き手を差し伸べる。

「踊ろう」と誘われればすぐに「はい」と返事をしてその手を取る。

　腰を抱かれ、円舞曲に合わせてステップを踏む。なにもかもが夢のようだった。頬をつねって確かめたくなる。

　踊り終わると、いつの間にそうしたのか薬指に指輪が嵌まっていた。

「きみに永遠の愛を誓う。結婚してほしい」

　急にヴィンセントが跪くので、レイチェルは頭の中が真っ白になった。
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　言わずもがな注目を集めている。胸はどくどくと高鳴り、嬉しさで手足が震える。

「喜んで」

　涙声でそう言うのがやっとだった。

　それまで硬かった彼の表情がとたんに晴れやかなものへと変わる。

　ヴィンセントは立ち上がると、レイチェルの体を横向きに抱きかかえて一回転することで歓びを露わにした。

「やっとだ。やっときみを手に入れられる」

　ちゅっと唇にキスを落とされ、瞳に嬉し涙の膜が張る。

　拍手喝采が湧き起こり、幸福感はどんどん膨れ上がっていく。

　両親もまた手を叩き瞳に涙を溜めて喜んでいたが、レイチェルはふと思う。

　――けれど、お父様が国政に参画しているわけでもないのに……王太子殿下と結婚できるものなのかしら？

　王太子妃といえばもっと高位の令嬢が――たとえば公爵令嬢だとか、他国の姫だとか――ふさわしいとされている。何の後ろ盾もない侯爵令嬢との結婚を、周囲は認めてくれるだろうか。

　歓びから一転して不安に駆られながらヴィンセントと連れ立ってホール内を歩く。そうするようヴィンセントに促された。

「このたびはお父上が大変な功績をお上げになったとのこと、殿下から伺っております。おめでとうございます」

　見知らぬ貴族男性から声をかけられ、レイチェルは困惑しながらも「ありがとうございます」と返す。それはレイチェルに限ったことではなく、フィリップやジリアンも同様に貴族たちから称えられていた。

「ねえ、ヴィンス。ちょっと」

　彼以外には聞こえないような囁き声で話しかけると、ヴィンセントはレイチェルの手を引いてひと気のないバルコニーへと出た。

　王都は明るいからか、ジャイルズ邸ほど多くの星は見えない。それでも――彼が隣にいるというだけで――これまで目にしたどんな星空よりも輝いて見えた。

「お父様の功績って、何のことだか知っている？」

　レイチェルが問いかけると、ヴィンセントはいたずらっぽく笑う。

「ジャイルズ侯爵にはヤードリー摘発のためバカラゲーム場に通ってもらっていた。侯爵家は借金を背負ってまで王家へ惜しみなく協力をしてくれていたのだよな？」

　普段とは少し違う、王太子然とした喋り方でそんなことを言われ、驚きのあまり二の句が継げない。

　先ほどヴィンセントとフィリップが握手を交わしたときのざわめきは、そのためだったのだとようやく理解した。

「そういうわけだから、きみは俺から逃げられない」

　夜風が吹き抜けるのと同時に体を抱き込まれる。吹く風の冷たさを感じることなく温もりに包まれた。

「逃げるつもりなんてないわ」

　抱きしめ返して彼を見上げる。

「……ありがとう、ヴィンス」

　瞬く星の下で交わすキスは甘く、指先まで痺れるようだった。










　レイチェルは王太子妃教育のため居所を王宮へと移すことになった。

　ヴィンセントが四頭立ての馬車でジャイルズ邸まで迎えにきてくれる。レイチェルはクウマと一緒に馬車へ乗り込んだ。

　クウマはヴィンセントが隣に座ろうとしても、足元にくっついてそばから離れない。

「きみを守る騎士はどうやらもう一匹いたらしい。いや……俺よりも先輩になるのか、クウマは」

　ヴィンセントは苦笑してクウマの隣に座った。クウマはといえば、どこか誇らしげだった。

「でも本当にいいの？　クウマを王宮で飼っても」

「もちろんいいよ。ユノマもそのほうが喜ぶ。クウマのことすごく気に入ってるから」

　するとクウマが小さく肩を竦めたような気がした。

　王宮に着いたふたりと一匹は真っ先にヴィンセントの専用庭へと向かった。

　王都を見渡せる、開放感のある庭だ。そう大きくはない。

　そこここにパステルカラーのカンパニュラが咲き乱れていた。

「素敵なお庭ね」

「ジャイルズ邸のものに比べると小さいけどね。この庭だけはほかと違って俺が手入れしている。侍従や庭師が立ち入ることはない」

　どこからともなくユノマが顔を出し、クウマを追いかけはじめる。

「でも何となくジャイルズ邸と似ている気がする。カンパニュラのせいかしら」

「……うん。きみが王宮に来たときのために……その、いきなり生活が一変するのでは心が休まらないだろうと思って俺が植えた」

　レイチェルはヴィンセントを見て唇を震わせる。

　――私のために、植えてくれたの？

　いてもたってもいられなくなってヴィンセントに抱きつく。

「ねえ、ヴィンス。これからは私もこのお庭の手入れを手伝ってもいい？」

「ぜひ頼むよ。今日からここはふたりの庭だから」

　頭を撫でられ、手の甲にくちづけられる。

　クウマが己を主張するように「わう、わうっ」と鳴いた。

「ああ、違った。ふたりと二匹だ」

　ヴィンセントは「ごめんな、クウマ」と冗談めかして笑いながら、今度はレイチェルの唇にキスをした。










　挙式までは昼も夜もヴィンセントとは別室で過ごすことになっている。その間、レイチェルは王太子妃教育に励む。

　学ぶことは多岐に亘る。レイチェル自身を含め両親もまた娘が王太子妃になるとは夢にも思っていなかったので、そういった教育は受けてこなかったし、つい先日まで没落寸前だったのだ。

　なにもかもが大きく変わってしまったが、クレアもハロルドも涙ながらに笑顔で送りだしてくれた。ジャイルズ侯爵家の名に恥じぬよう振る舞いたいし、ヴィンセントの足手まといにもなりたくない。

　そうした思いからレイチェルは毎晩遅くまで机に向かっていた。

　眠い目を擦りながら羽根ペンを動かす。物覚えはそれほどよいほうではないから、こうしてペンを動かすほうが頭に入る。

　日付をまたぐ頃、控えめなノック音が響いた。

「どなたでしょう？」と問えば「俺だ」と返ってくる。

　レイチェルが立ち上がるのと、扉が開いてヴィンセントが顔を出すのは同時だった。

「部屋でひとりのときは鍵を掛けるようにと言った」

「あ……そうだった。ごめんなさい」

　ジャイルズ邸にいるときは施錠する習慣がなかったのでつい掛け忘れてしまう。

「でもどうしたの？　こんな時間に」

「きみの部屋の明かりがついているのが見えたから……様子を見にきたんだ」

　心配そうな顔だ。

「私は覚えが悪くって……もう少ししたら眠るわ」

　だがヴィンセントはその言葉を鵜呑みにしない。レイチェルをソファに座らせると、黒ずんだ目元をそっと撫でた。

「レイは本当にいつも……どこでだって働き者だね。でも無理だけはしないでほしい。学ぶことは大事だ。でも、ゆっくりでいい」

　髪を梳かれると眠気に襲われる。

「……ありがとう、ヴィンス」

　急に瞼が重くなり、彼に体を預けて眠りに就いた。










　挙式当日、レイチェルは純白のウェディングドレスに羊毛のケープを羽織って教会へ行った。

　近隣諸国の王族が集まった晩餐会ではまずまずの振る舞いができたと自負している。

　今宵からレイチェルはヴィンセントの寝室で夜を過ごす。

　湯浴みを終えたレイチェルは、とろりとした生地のナイトドレスの上にガウンを羽織ってベッド端に座っていた。このガウンは、教会に到着するまでウェディングドレスに羽織っていたケープと同じく実家から贈られたものだ。

　クレアやハロルドが手入れをしている、見知った羊たちのものだと思うとよけいに身も心も温かくなる。

　ヴィンセントが続き間から入ってくると、とたんに緊張感が増した。

　彼が隣に座り、顔を覗き込んでくる。

「緊張してる？」

「え、ええ……」

「俺もだ」

「うそ！」

　まったくそんなふうには見えない。

「ごめん、そのとおりだ。レイに嘘はつけないな」

　ヴィンセントはばつが悪そうに頭に手を当てた。

「いや、平常心っていうわけじゃない。だって……レイの全部が俺のものになるんだって思ったら……」

　どこか悩ましげに息をつき、ヴィンセントは眉根を寄せる。そっと、壊れ物を扱うように肩を押されてベッドに仰向けになる。

「愛してるよ、レイチェル」

　言葉を返す前に唇を塞がれ、彼の舌に翻弄される。緊張感が甘さを帯びてくる。

　ヴィンセントはレイチェルに深いくちづけを施しながら羊毛のガウンごとナイトドレスを乱していった。

　いつの間にか前はすっかりとはだけてしまって、乳房が露呈していた。

「あっ……」

　胸を隠そうとすると、それを阻むように大きな手のひらで鷲掴みにされる。

「夫婦に隠し事はなしだ」

　もっともらしいことを言いながらヴィンセントは双乳を揉みまわす。

　――でも、ちょっと……揉みすぎじゃない!?

　もうどれだけ彼の手のひらで胸の形を変えられていることだろう。

「ヴィンス、あの……っ」

　呼びかけると、レイチェルがなにを訴えているのか自覚しているようで、ヴィンセントは小さく「すまない」と謝った。

「けど、ずっと我慢してたんだ。このあいだだって……レイは俺にもたれて無防備に寝ていただろ」

　遅くまで勉学に励んでいて、彼が私室を訪ねてきたときのことだろう。

　――朝にはベッドで横になっていたっけ……。

　そのことを思い起こしていると、ヴィンセントが耳元に顔を寄せてくる。

「無垢な顔で眠るきみをベッドまで運んで、一切手を出さずに部屋を出ていった俺を褒めてほしいくらいだ」

　ごく間近にある彼の顔は拗ねたような、あるいは憂うような表情になっている。

「だから……堪能させて。レイのすべてを」

　胸の蕾をきゅっと指のあいだに挟まれ、「ひぁっ！」と頓狂な声が出てしまう。そのままそこを揺さぶられ、身悶えする。

　指先で押し込められるとますます気持ちがよくて、呼吸がままならなくなってくる。

「それ、だめっ……あ、あっ……！」

「さんざん『待て』を食らったんだ。今夜は……今夜からは、徹底的にきみを味わう」

　唇を重ねられ、反射的に深く食み返す。度重なるくちづけで、そういうふうにするようヴィンセントに教育されていたのかもしれない。

　割って入ってきた彼の舌が大きな顔をして口腔を這いまわる。舌を弄ばれていたはずなのに、いつの間にか唇の外へと出て首筋をなぞられていた。

　ヴィンセントは舌で触れる前に指でその箇所を予告する。指と舌はどんどん下がっていく。胸の蕾の際きわを掠めてさらに下降していったので、レイチェルは目を白黒させた。

「ヴィンス……？」

　呼びかけても、彼は口の端を上げるばかりでなにも答えなかった。彼の指先が陰唇をそっと撫でる。

「や、やだっ……そこも……舐める、の？」

　ヴィンセントは短く息を漏らして笑う。

「舐めるよ。どろどろになるまで」

　赤い舌が陰唇を伝う。

「ひぅっ……！」

　体が、意思とは無関係にびくりと弾んだ。ヴィンセントは花芽をつつき、その箇所を丁寧に舐め上げる。

「もう、そんな……ゃっ、や、あぁっ……！」

　指が蜜口を探っている。彼はそんなところにまで舌を這わせようとしているのかとうろたえていると、さっそく肉厚なそれが潜り込んできた。

「やぁっ」

　弾むレイチェルの体をヴィンセントは宥めるように両手で撫でつけ、指と舌を使って蕩けさせていく。

　熱を持った指と舌を何度も出し入れされることで蜜壷は愛液を溢れさせ、雄を欲するようにひくひくと蠕動する。

　そこを、ヴィンセントは指で丹念に解ほぐしていった。

　蜜襞を擦る指と、珠玉を嬲る舌のせいで快楽の波が何度も訪れる。

　ヴィンセントが自身のガウンの腰紐を緩めていく。

　天井を向いてそそり立つそれを見て息を呑む。

　――この大きなものが、私の中に……入る、の？

　王太子妃教育にはそういう知識も含まれていた。レイチェルが雄の象徴を見つめていてもヴィンセントは咎めず、潤みきった蜜壷に己を埋めていく。

「ん、ぁ、あっ……」

　摩擦はあまり感じないものの、異物感は凄まじい。陽根が奥へと進むにつれて痛みを伴うようになる。

　ヴィンセントは眉根を寄せてレイチェルの頬を両手で包み、幾度となく撫でた。

　――こういうふうに撫でられるの……好き。

　破瓜でざわついていた心が凪いでいく。雄杭は行き止まりまで収まった。動かずにじっとしている。

　閨指導の女性講師が「動かずにいるのは男性にとって辛いことだ」と言っていた。

　レイチェルは彼の両手に自分の手を重ねて言う。

「ヴィンセント……愛してる」

　思いの丈を吐きだすと全身が粟立った。

「……ッ、レイ」

　吐息を多分に含んだ掠れ声でそう言うと、ヴィンセントが腰を揺すりはじめる。

「あっ、ぁ……ん、ふっ……！」

　しだいに抽送は激しさを増し、吐息が混ざり合う。

　その後もふたりは何度も互いの名を呼んだ。

　ひとつになる歓びを噛みしめるように、切ない部分がどくどくと疼いて蕩けだす。










　よく晴れた早朝、レイチェルとヴィンセントは庭で草むしりをしていた。

　あらかたの作業を終えたレイチェルは空に向かって腕を上げ、伸びをする。

　傍らにいたヴィンセントが庭をぐるりと見まわす。

「あっちのなにもないところを耕して、野菜も植えてみる？」

「いいの？」

　ヴィンセントは「もちろん」と頷き、レイチェルの唇にキスをする。

「んっ……」

　レイチェルは唇を押さえて頬を赤くする。だれもいないとはいえ屋外で唇同士のキスを交わすのは恥ずかしい。

　――それにヴィンスったら、人前でもかまわずキスしてくるんだもの。

　それも、舌を絡め合わせるほうのキスだ。どうやら彼にはそういう羞恥心がないらしい。

「ねえヴィンス？　いまはふたりきりだからいいのだけれど……その、みんなの前ではやはり節度を持っていなければ！」

「節度？　それってどういうもの？」

　ヴィンセントは何食わぬ顔で首を傾げる。

「だ、だから……人前では……深いキスはだめ、とか」

「じゃあ軽かったらいいんだね」

　啄むようなキスの嵐に見舞われる。

「レイはどこまでなら平気？」

「そ、そんなの……最初から平気じゃいられないわ！」

「慣れるしかないね。ほら、クウマだってあの通りだ」

　いつもユノマに追いかけまわされていたクウマだったが、このところはすっかり諦めて、仲睦まじく寄り添っている。

　それでもまだ「けれど……」と渋るレイチェルに、ヴィンセントはほほえんだまま深いくちづけを施していった。
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